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プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

南砺市(26日)・川根本町(27日)の教育改革

赤星信太朗「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」(26日)
梅澤収「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」(27日)

日 月

Z o o m 開 催

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１
第3回(3年次)シンポジウム ２自治体

(川根本町・南砺市)
の事例を通して

２自治体
(川根本町・南砺市)

の事例を通して

第１部

第2部

第3部

右記申し込みフォームより必須事項をご記入の上、お申し込みください。

〜令和の教育にビルドインする〜
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄

〜令和の教育にビルドインする〜

27日
,
 

ì繭人大学



複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30
~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する

胄喜丁《言口塁〗 OO置冒尺疇→□瓢門｀OO鳳量□霞言

喜戸罰麟二言言真氾〔言mロロロニニ虞鬱置〗／

言言宣墨

亨星言工麟（襲胃□□言言鸞彎鬱員塁三〗

『言賃瓢二／□-三□亭尺量讐m宣讐〗宣J

喜宣冒.(!J]ヽご喜尺□網誓丁亭戸賛長襲墨宣鱈宣鬱員〗〉／◊言皇戸墨

.. 9
 

レ
'μ

／
 

令`＇
リノ

·
重
•
"
1

e
,
 

〗 II皐員二剛《冒冒星口｀筐冒尺麟→□尋門｀口鳳攣口襲瓢

喜宣冒言 □筐〗丁瓢宣冒雪国饗二旱虐鬱墨〗〉／〇言旦戸墨

胃彎□ 〔冒冒二言尺詈］三鬱墨〗

『霞鱈昌／宣塁冒刷言ロロロロー三□襲言冒言J

喜三冒言『胃鳳的言旱曇

口丁鶏直応 )/◊言旦戸量

r -- l 



複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに
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16:30
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趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する

巻頭言

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム（基幹大学：静岡大学教育学部）は、2016 年度からユネス
コ活動費補助金の採択をこれまで３件（各最大 3 年間）受けています。2020 年度からは「SDGs 達成
の担い手育成(ESD)推進事業」の公募採択により、次のプロジェクト事業を行ってきました。
〇「ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発」（SDGsP1）
このプロジェクト（SDGsP1）は、公募分類 1（カリキュラム等開発・実践）のプロジェクトですが、

3 年目（2022 年度）の公募申請が不採択となりました。そこで、静岡大学の（プロジェクト事業）「終
了後の（経費）支援」を受けてプロジェクト内容・規模を縮小し、今年度活動を実施しました。
本報告書は、この３年次 2022（最終年度）の活動報告書（2023 年 3 月発行）です。初年次 2020（第

1 回）報告書は 2021 年 2 月、２年次 2021（第２回）報告書は 2022 年 2 月に発行しました。

SDGsP1 の目的は、SDGs 未来都市・南砺市（富山県）及び川根本町（静岡県）のホリスティックな
学校改革を支援しながら、モデル開発の研究成果を全国に発信することです。2 年次には、2 つの参
加自治体に加えて、帰還困難地の教育創造に取組む大熊町（会津若松市、3 年目は辞退）を得ました。
今回は、事業開始から３年経過しているので、その活動の全体総括も含めた報告書となっています。

P1 事業の特色は、「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を学校改革とシステム転
換に繋げる」という理論枠組みのもと、若手教育研究者（8 名から 9 名へ）を結集した組織「ESD ほ
りぷ」を立ち上げたことです。当初は、事業自体と各自治体の教育改革支援の全体像の可視化のため
に社会的インパクト評価手法であるロジック・モデル（LM）を作成し、支援活動を行う方向性を探
究しました。しかし、２年次に日本教育政策学会と共同開催した公開シンポジウム「ＥＢＰＭ時代における
教育実践と制度改革の枠組みの構築～公立学校の変革支援の枠組みをどう創るか～」を契機に次のような
取組みに転換しました。すなわち、「自治体の教育改革支援の枠組みと大学教育・教師教育の改革枠組みを
「機関包括型（whole-institution）アプローチで探究する方向性」です。

これを受けて３年次は、自治体の改革支援のさらなる推進と検証、モデル開発の理論的・実践的な総括的
な検討を行って、全国にその成果と課題を発信することとしました。主な活動は 5 点です。
１． 自治体の教育改革支援の活動等は、引き続きそれぞれの自治体で展開しています。2 つの自治体の

教育改革はプロジェクト開始から 3年経過しましたので、改革の進捗状況と成果と課題を整理しました。
２． 「モデル開発」の枠組みに基づいてまとめた「教職大学院の改革方向性」を確認して、教職大学院改革

プロジェクトを立ち上げて活動を開始し、全国５大学の教職大学院のインタビュー調査を行いました。
３． 全国５大学の教職大学院のインタビュー調査では、プロジェクトメンバーだけでなく、静岡大学教職大

学院の現職大学院生も調査に参加していただきました。他の教職大学院の現職教員との意見交換の
機会は非常に有意義であったようですので、今後の展開が期待されます。

４．若者（youth）が ESD/SDGｓの活動を企画実施する活動を行いました。大学教員が支援し、大学生が中
学校の生徒に防災・減災学習を、ESD/SDGｓの視点を入れて授業を行いました。

５．第 1 回（2021.2.4）、昨年度第 2 回（2022.1.25）に続き、プロジェクトの最終成果報告会を兼ねて、第３回
シンポジウム「複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み～令和の教育にビルドインする～」をZoomに
より、2 日間にわたり開催しました（2023.2.26<日>,27<(月)>）。

さて、中央教育審議会は「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会を置き、昨年 12 月 19 日に答
申を出し、改革工程表を示しました。答申は、学校と教師の役割の現代的な変化を指摘し、それを教師の資質・能
力向上とNITS（教職員支援機構）の整備充実による研修（学び支援）、管理職による教師に対する学びの管理と指
導の枠組みを柱にして提示しています。本プロジェクトは、答申の考え方を取り入れながらも本格的に学校のシス
テム転換を視野に入れた教育政策と学校・教師改革の実践・検証を繋げることです。
具体的には、「教師の内発的実践力を引き出し、学校制度（システム）を質的に転換する枠組み（システム思考）

を理論的実践的に探究する」ことです。残念ながら、答申には、学校と教師の構造的なシステム改革（変容）という
転換期の視点が希薄な（ない）ために、結局は教師に過重な責任を押し付ける論理（考え方）となっています。問わ
れるべきは、学校・教師のシステム構造改革に重大かつ多大な責任を負う（期待も大きい）教育政策担当者、及び
教育行政担当者のあり方・役割、指導主事や校長・副校長・教頭等の教育リーダー・学校管理職の役割（リーダー
シップ）と責任等の観点です。
内発的実践者としての教師と、教育政策・行政担当者や校長等が双方向（実践⇔学校⇔政策）の良好な円環関

係を構築できることによってのみ、実効性のある教育改革の実践を創造することができると考えます。
最終年度の本報告書がどれだけ上記の内容に迫っているかは、みなさんの評価に待つことにしますが、

この方向性で、みなさんとともに令和の教師教育改革を創造していくことを期待しており
ます。

2023（令和 5）年 3 月 10 日
梅 澤 収（静岡大学特任教授）プロジェクト（P1）リーダー  

cESDふじくん
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ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 3 年次（第 3 回）シンポジウム

ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発
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私の 2 ᖺ㛫のアクションリ䝃ーチをሗ࿌させていただきます。ᯇ本教⫱長のようなス䜿ールの大きな

話ではありませんが、一つの学校に対して学校改善の研✲を行ったሗ࿌となります。私の研✲は、

「持続ྍ⬟な学校䛵くりのための学校改善に関する研✲䠉システム思考と複雑系アプローチによるア

クションリ䝃ーチ䠉」です。

問㢟のᡤᅾですが、2 ᖺ๓に私が教職大学㝔に入った時には ESD に関するᤵᴗ実践を行いたい

と考えていましたが、大学㝔のᤵᴗをཷける୰で現௦♫は VUCA ♫であることを▱りました。現

௦は、コロ䝘ウイルスやロシアによるウク䝷イ䝘ᨷなど 3 ᖺ๓には考えもしなかったことが現実的に

起きており、現௦♫は複雑で不☜実、ண ᅔ難な事ែと言えます。ྠᵝに学校においても問㢟は

ከᵝ化・複雑化しています。Ꮚどもを取り巻く問㢟、教職員を取り巻く問㢟、さま䛦まなものがあり、この

ようなከᵝ化・複雑化する問㢟によって現ᅾの学校というሙには㛢ሰ感や行きワまり感が⁻っている

と考えています。

そのような問㢟のᡤᅾから教職大学㝔に入学した当初のᤵᴗで、「持続ྍ⬟な♫のつくりᡭを⫱

成したい」という思いよりも、「学校そのものが持続ྍ⬟でありたい」と㢪うようになりました。

では、持続ྍ⬟な学校とはどのような学校でしょうか。ఫ⏣（2022）は持続ྍ⬟な学校についてこう

㏙䜉ています（㈨ᩱ参考）。またᡤᒓ校の目ᣦす学校ീは以下（㈨ᩱ参考）のように示されています。

これらを㚷みて、私は、持続ྍ⬟な学校を「生徒、教職員、ಖㆤ者、ᆅᇦなど学校に関わるㄡにとっ

ても well-being な学校」とᐃ⩏し、そのような学校䛵くりにᐤしたいと考えました。

研✲の目的です。持続ྍ⬟な学校䛵くりを実現するための学校改善のᅾり方について、「システム

思考と複雑系アプローチをά用したアクションリ䝃ーチによって᫂らかにする」ことです。実⩦先、期㛫、

対㇟方ἲは以下（参考㈨ᩱ）のとおりです。

ࡦ૪֭־ຎ֭ーתリبクח

アクションリ䝃ーチのᴫせをㄝ᫂します。アクションリ䝃ーチ䐟として、2021 ᖺ 8 ᭶から 11 ᭶に学校

改善を目的とした全教職員による「学校の今と未来を語り合う研修」を行いました。その⤖果から┬

ᐹを行い、ḟのアクションにྥけてシステム思考と複雑系アプローチの⌮ㄽを参考にしました。 複雑

系アプローチの⌮ㄽからḟのアクションリ䝃ーチの取組みとして、䐠⥲合学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨ、䐡

チーム担任制の提案を行いました。䐠と䐡について、᪂ᖺᗘ対⟇㆟にྥけて、リ䝌ーム図を作成し

て、よりල体的な提案をしました。

今ᖺᗘは、⥲合的な学⩦の時㛫の䜹リ䜻䝳䝷ムである「いいだ学」の実践とチーム担任制の実践を、

1 ᖺ㒊を୰ᚰにྛ学ᖺで進めてもらいました。また教員一人一人には、今の学校の現状で何が問㢟

かを捉えるための意識ㄪᰝを 8 ᭶に行い、複雑系で学校改善を考えるための現状ᢕᥱを行いました。

1 ᖺ༙のアクションリ䝃ーチのホ౯として全職員から聞き取りㄪᰝをしたいところでしたが、研✲の期

ҨӨᆷ૩חプロー֭ॺू֭ಲଞ
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ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 3 年次（第 3 回）シンポジウム

ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発

ᆷ૩֭ಲçฑဗ֭חプロー֭Ꮂຎ־፭Ꭼ֭ੱࡱに֘بיؠ؈

2023 Ⴉ㕲ଈ㕲㕶႘ӡ႘Ӣ 㕲㕷႘ӡଈӢ 2 ႘ ZOOM ־֭بי؞بן

၍्௹ ӱอࣰ་ॺӡ་ॺӢ ๖ྎੱࡿ࡙ࡱव ႊပ౦ੱࡿ࡙ࡱव

Ҩ ᆷ૩חプロー֭ॺू֭ಲଞ        व୪༉ӡ་વዣӢ

น ම᎙ӡAkahoshi shintaro ੱධ་ॺࢇ ଵධੱࢇࡿภӢ

私の 2 ᖺ㛫のアクションリ䝃ーチをሗ࿌させていただきます。ᯇ本教⫱長のようなス䜿ールの大きな

話ではありませんが、一つの学校に対して学校改善の研✲を行ったሗ࿌となります。私の研✲は、

「持続ྍ⬟な学校䛵くりのための学校改善に関する研✲䠉システム思考と複雑系アプローチによるア

クションリ䝃ーチ䠉」です。

問㢟のᡤᅾですが、2 ᖺ๓に私が教職大学㝔に入った時には ESD に関するᤵᴗ実践を行いたい

と考えていましたが、大学㝔のᤵᴗをཷける୰で現௦♫は VUCA ♫であることを▱りました。現

௦は、コロ䝘ウイルスやロシアによるウク䝷イ䝘ᨷなど 3 ᖺ๓には考えもしなかったことが現実的に

起きており、現௦♫は複雑で不☜実、ண ᅔ難な事ែと言えます。ྠᵝに学校においても問㢟は

ከᵝ化・複雑化しています。Ꮚどもを取り巻く問㢟、教職員を取り巻く問㢟、さま䛦まなものがあり、この

ようなከᵝ化・複雑化する問㢟によって現ᅾの学校というሙには㛢ሰ感や行きワまり感が⁻っている

と考えています。

そのような問㢟のᡤᅾから教職大学㝔に入学した当初のᤵᴗで、「持続ྍ⬟な♫のつくりᡭを⫱

成したい」という思いよりも、「学校そのものが持続ྍ⬟でありたい」と㢪うようになりました。

では、持続ྍ⬟な学校とはどのような学校でしょうか。ఫ⏣（2022）は持続ྍ⬟な学校についてこう

㏙䜉ています（㈨ᩱ参考）。またᡤᒓ校の目ᣦす学校ീは以下（㈨ᩱ参考）のように示されています。

これらを㚷みて、私は、持続ྍ⬟な学校を「生徒、教職員、ಖㆤ者、ᆅᇦなど学校に関わるㄡにとっ

ても well-being な学校」とᐃ⩏し、そのような学校䛵くりにᐤしたいと考えました。

研✲の目的です。持続ྍ⬟な学校䛵くりを実現するための学校改善のᅾり方について、「システム

思考と複雑系アプローチをά用したアクションリ䝃ーチによって᫂らかにする」ことです。実⩦先、期㛫、

対㇟方ἲは以下（参考㈨ᩱ）のとおりです。

ࡦ૪֭־ຎ֭ーתリبクח

アクションリ䝃ーチのᴫせをㄝ᫂します。アクションリ䝃ーチ䐟として、2021 ᖺ 8 ᭶から 11 ᭶に学校

改善を目的とした全教職員による「学校の今と未来を語り合う研修」を行いました。その⤖果から┬

ᐹを行い、ḟのアクションにྥけてシステム思考と複雑系アプローチの⌮ㄽを参考にしました。 複雑

系アプローチの⌮ㄽからḟのアクションリ䝃ーチの取組みとして、䐠⥲合学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨ、䐡

チーム担任制の提案を行いました。䐠と䐡について、᪂ᖺᗘ対⟇㆟にྥけて、リ䝌ーム図を作成し

て、よりල体的な提案をしました。

今ᖺᗘは、⥲合的な学⩦の時㛫の䜹リ䜻䝳䝷ムである「いいだ学」の実践とチーム担任制の実践を、

1 ᖺ㒊を୰ᚰにྛ学ᖺで進めてもらいました。また教員一人一人には、今の学校の現状で何が問㢟

かを捉えるための意識ㄪᰝを 8 ᭶に行い、複雑系で学校改善を考えるための現状ᢕᥱを行いました。

1 ᖺ༙のアクションリ䝃ーチのホ౯として全職員から聞き取りㄪᰝをしたいところでしたが、研✲の期

㝈とᖺᮎという学校現ሙのከᛁを㚷みて、⟶⌮職と教ົ任、ྛ学ᖺ任という䝭䝗ルリー䝎ーへのイ

ン䝍䝡䝳ーㄪᰝを⩣（2023 ᖺ）1 ᭶に行いました。本研✲での⥲ᣓには、このイン䝍䝡䝳ーㄪᰝをά用

していますが、最⤊的な教員の変ᐜや私のアクションリ䝃ーチのホ౯については 3 ᭶に全教員へ質

問⣬ㄪᰝを行うணᐃです。アクションリ䝃ーチの全体ീは以上です。

ಲב౫և㕳֣֭ጫᎪӱ

ල体的なアクションリ䝃ーチの内ᐜに入る๓に本実践をᨭえる⌮ㄽを⤂します。1 つ目がシステム

思考。2 つ目が複雑系アプローチ。3 つ目がリ䝌ーム図を作成し提案する。以上の 3 点になります。1

つ目のシステム思考です。䝉ン䝀（2014）はシステム思考を、「事㇟一つのᏙ立したものではなく、全

体の୰で互いにᙳ㡪し合うせ⣲として見る思考である」と㏙䜉ています。システム思考はよくịᒣ䝰䝕

ルでえられますが、学校ᴗົの目に見えている㡿ᇦで学校改善の᥎進があるとして、見え䛵らい

㒊分にはこれらのせ⣲が㞃れており、しかも互いにᙳ㡪をえ合っていると考えられます。つまり、学

校ᴗົは不ྍ分であり、一体で考えることが学校改善を᥎進していくために㔜せであると言えます。

2 つ目は、複雑系アプローチです。複雑系とはそのྡのとおり、「複雑に絡まり合っている状ែ」をᣦ

します。先䜋ど㏙䜉たとおり、ᩥ化♫における学校での事㇟も複雑なせᅉから現われており、༢⥺

系ではなく複雑系で捉えるᚲせがあります。つまり、ᱵ⃝（2022）が言うように「ᮌを見て᳃も見る」とい

う感ぬで学校を捉え直し、学校改善のアプローチをしていくことが、複雑化している♫における学

校改善には㔜せではないかと考えられます。

本来であれば学校改善につながるさま䛦まな取組みが考えられますが、本研✲では大学㝔にᅾ学

する䠎ᖺ、実質 1 ᖺ༙という時㛫的制⣙がありましたので、ᩘከくある学校ᴗົのうち教員の事の大

㒊分である研修、ᤵᴗ、生徒ᣦᑟの 3 つのഃ面からアプローチをしていきました。その複雑系アプロ

ーチをどぬ化したものがリ䝌ーム図になります。リ䝌ームとはジル・䝗䜳ルー䝈による♫ᵓ成⩏の

考え方の一つです。᪥本語だとᆅ下ⱼ、᰿っこになります。࿘ᅖに⥙の目のようにᙇりᕠらされている

ᵓ造をᣦします。これを参考に複雑系をどぬ化したのがリ䝌ーム図です。ᖺᗘᮎと今ᖺᗘ初めの

職員㆟の୰でリ䝌ーム図を提案し、学校改善の方ྥᛶを提案しました。

これが、1 ᖺ๓に作成したリ䝌ーム図（参考㈨ᩱ）になります。ᆅ上では「持続ྍ⬟な学校へ」という

ᖿがあり、それ䛮れの立ሙの人たちが well-being を感じるといったᯞⴥをイメージしている図ですが、

目には見えないᆅ下の㒊分ではከくの学校改善のせ⣲が絡まり合い複雑になっているイメージにな

ります。この複雑さを生かしながら学校改善を行うことが本アクションリ䝃ーチの全体のイメージとなりま

す。

一つお᩿りしておきたいことがありまして、初めから今⤂した 3つの⌮ㄽをᛕ㢌に⨨いてアクション

リ䝃ーチを進めたわけではなく、学校現ሙにアクションを起こし、その反ᛂを☜かめながらḟはどんな

アクションを起こそうかとᣦᑟ教員と協㆟を㔜ね、⣛వ（うよ）᭤折を⤒てたどり╔いたのが以上の 3 つ

の⌮ㄽです。従ってこうすれば学校改善はうまくいくというものではなく、その時その時ቨにぶつかり

合いながらもこの考え方を取り入れてみたらどうだろうかと、まさに複雑系の考え方でアクションリ䝃ー

チを進めていったことをおఏえしておきます。
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㕱بクח ॺ֭ௗ֧ቴבりօଞೲव

ここからは、教職大学㝔生としてල体的なアクションをしたことをいくつか⤂していきます。アクショ

ンリ䝃ーチ䐟としてᖺᗘ、「学校の今と未来を語り合う研修」を行いました。学校改善を進めるに

当たってまずは現状ᢕᥱをしようと考え、SWOT 分ᯒを行いました。SWOT 分ᯒのㄝ᫂については

ឡさせていただきます。

教員からはከくの意見が出され、研修の≺いどおり教員ྠኈで本校のᙉみとᙅみの現状ᢕᥱをす

ることができました。しかし、改善方⟇を見ると現状からᢤけ出せず、学校改善に創造ᛶが生まれてい

ないということがุ᫂しました。それらを┬ᐹし、学校をもっと大きなど㔝で考えるためにシステム思考

の⌮ㄽに学䜃、未来から現ᅾを考えるバ䝑ク䜻䝱スティン䜾の᳨ドを行うようにḟのアクションリ䝃ーチ

を進めていきました。

学校をより大きな時㛫㍈で捉えるため、フ䜷ア䜻䝱スティン䜾だけでなくバ䝑ク䜻䝱スティン䜾研修も行

うために、䝬ン䝎䝷チ䝱ートをά用した研修を行いました。従来の䝬ン䝎䝷チ䝱ートの 9×9 の䝬ス目

をᇙめなければならないという教員のᚰ⌮的な㈇担をῶらすため、私はこのような⡆᫆∧の䝬ン䝎䝷

チ䝱ートを㛤Ⓨしました。SWOT 分ᯒとྠᵝ、ಶ人で᭩いた後、学ᖺ㒊䛤とのᑠ䜾ループに分かれて

交ὶ、協㆟を行いました。この研修では、学校の未来のጼから㏫⟬して今ᚲせな取組みを語り合うこ

とができ、先生方はより大きなど㔝で学校改善を考えることができました。

これらの研修の⥲ᣓです。ホ౯の ᐃ方ἲとして研修をཷけた全教員に質問⣬ㄪᰝをしました。成

果としては、先生方の‶㊊ᗘが大変㧗かったことがᣲ䛢られます。これは、本研修は▷期的なຠ果の

出にくい事を教員ྠኈで語り合いましたが、ᛁしい学校現ሙだからこそ、これからの学校がどうある

䜉きかをඹ有する機は大変㈗㔜だったということがその‶㊊ᗘにつながっています。その୰で୧研

修にඹ㏻した意見が教員の୰から出ました。これらの言ⴥを学校改善の䝠ントとして、私はḟなるアク

ションリ䝃ーチとして⥲合学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨとチーム担任制のᑟ入の 2 つを考えました。一見こ

れらはู䚻のᡭ立てを考えているようですが、学校改善を複雑系アプローチで捉え直し、ᤵᴗと生徒

ᣦᑟの୧面から学校改善を進めていくこととしました。

㕲بクח ຳॺ֭נリ्ؕ؞ؚעᄇ

アクションリ䝃ーチの䐠として⥲合学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨを行いました。本校は㟼ᒸᕷの進める「し

ずおか学」の 6 つのテー䝬の୰で㜵⅏をᢅっています。そこでከくの先生方と協㆟して㛤Ⓨした㜵

⅏・ῶ⅏学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ムを校ྡから「いいだ学」とྡ付けました。ල体的な内ᐜとして 1 ᖺ生、2 ᖺ

生、3 ᖺ生は、このようなテー䝬と内ᐜでプロ䜾䝷ムをᵓ成しました（㈨ᩱ参考）。≉に 2 ᖺ生を୰ᚰに

進めており、2 ᖺ生は教⛉ᶓ᩿的な学䜃と᥈✲的な学䜃を取り入れた㜵⅏・ῶ⅏学⩦を行いました。

これらは生徒のά動のᵝᏊです（参考㈨ᩱ）。起㟈㌴体㦂とかᆅ図をった㢌上カ⦎のDIGとか避

難ᡤ㐠Ⴀ䝀ーム HUG といったもの。あるいは、ಖ体⫱のᤵᴗでᛂᛴฎ⨨の方、㐨ᚨのᤵᴗで

⚟♴と㜵⅏を取り入れたᤵᴗ、また自長にも来ていただいて、ᆅ༊の㜵⅏のㄢ㢟や≉ᛶを聞く

ㄪᰝも行いました。「いいだ学」を進めていくにあたって、これだけከくのእ㒊機関やᆅᇦと㐃ᦠする

こともできました。

まとめ・⾲現のά動では、ᆅᇦ㜵⅏カ⦎をά用しました。㟼ᒸ┴ではẖᖺ 12 ᭶の➨ 1 ᪥᭙᪥に┴

下一ᩧでᆅᇦ㜵⅏カ⦎が行われています。この機をά用して、本校はこの᪥をⓏ校᪥とᐃめ、学

༊にある 17 の自で生徒たちはᆅᇦ㜵⅏カ⦎に参ຍしました。生徒たちはᆅᇦの方䚻とともに✚

ᴟ的に㜵⅏カ⦎に参画し、その୰で 2ᖺ生には᥈✲成果のⓎ⾲のሙをタけてもらい、ᆅᇦの方䚻に
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㕱بクח ॺ֭ௗ֧ቴבりօଞೲव

ここからは、教職大学㝔生としてල体的なアクションをしたことをいくつか⤂していきます。アクショ

ンリ䝃ーチ䐟としてᖺᗘ、「学校の今と未来を語り合う研修」を行いました。学校改善を進めるに

当たってまずは現状ᢕᥱをしようと考え、SWOT 分ᯒを行いました。SWOT 分ᯒのㄝ᫂については

ឡさせていただきます。

教員からはከくの意見が出され、研修の≺いどおり教員ྠኈで本校のᙉみとᙅみの現状ᢕᥱをす

ることができました。しかし、改善方⟇を見ると現状からᢤけ出せず、学校改善に創造ᛶが生まれてい

ないということがุ᫂しました。それらを┬ᐹし、学校をもっと大きなど㔝で考えるためにシステム思考

の⌮ㄽに学䜃、未来から現ᅾを考えるバ䝑ク䜻䝱スティン䜾の᳨ドを行うようにḟのアクションリ䝃ーチ

を進めていきました。

学校をより大きな時㛫㍈で捉えるため、フ䜷ア䜻䝱スティン䜾だけでなくバ䝑ク䜻䝱スティン䜾研修も行

うために、䝬ン䝎䝷チ䝱ートをά用した研修を行いました。従来の䝬ン䝎䝷チ䝱ートの 9×9 の䝬ス目

をᇙめなければならないという教員のᚰ⌮的な㈇担をῶらすため、私はこのような⡆᫆∧の䝬ン䝎䝷

チ䝱ートを㛤Ⓨしました。SWOT 分ᯒとྠᵝ、ಶ人で᭩いた後、学ᖺ㒊䛤とのᑠ䜾ループに分かれて

交ὶ、協㆟を行いました。この研修では、学校の未来のጼから㏫⟬して今ᚲせな取組みを語り合うこ

とができ、先生方はより大きなど㔝で学校改善を考えることができました。

これらの研修の⥲ᣓです。ホ౯の ᐃ方ἲとして研修をཷけた全教員に質問⣬ㄪᰝをしました。成

果としては、先生方の‶㊊ᗘが大変㧗かったことがᣲ䛢られます。これは、本研修は▷期的なຠ果の

出にくい事を教員ྠኈで語り合いましたが、ᛁしい学校現ሙだからこそ、これからの学校がどうある

䜉きかをඹ有する機は大変㈗㔜だったということがその‶㊊ᗘにつながっています。その୰で୧研

修にඹ㏻した意見が教員の୰から出ました。これらの言ⴥを学校改善の䝠ントとして、私はḟなるアク

ションリ䝃ーチとして⥲合学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨとチーム担任制のᑟ入の 2 つを考えました。一見こ

れらはู䚻のᡭ立てを考えているようですが、学校改善を複雑系アプローチで捉え直し、ᤵᴗと生徒

ᣦᑟの୧面から学校改善を進めていくこととしました。

㕲بクח ຳॺ֭נリ्ؕ؞ؚעᄇ

アクションリ䝃ーチの䐠として⥲合学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨを行いました。本校は㟼ᒸᕷの進める「し

ずおか学」の 6 つのテー䝬の୰で㜵⅏をᢅっています。そこでከくの先生方と協㆟して㛤Ⓨした㜵

⅏・ῶ⅏学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ムを校ྡから「いいだ学」とྡ付けました。ල体的な内ᐜとして 1 ᖺ生、2 ᖺ

生、3 ᖺ生は、このようなテー䝬と内ᐜでプロ䜾䝷ムをᵓ成しました（㈨ᩱ参考）。≉に 2 ᖺ生を୰ᚰに

進めており、2 ᖺ生は教⛉ᶓ᩿的な学䜃と᥈✲的な学䜃を取り入れた㜵⅏・ῶ⅏学⩦を行いました。

これらは生徒のά動のᵝᏊです（参考㈨ᩱ）。起㟈㌴体㦂とかᆅ図をった㢌上カ⦎のDIGとか避

難ᡤ㐠Ⴀ䝀ーム HUG といったもの。あるいは、ಖ体⫱のᤵᴗでᛂᛴฎ⨨の方、㐨ᚨのᤵᴗで

⚟♴と㜵⅏を取り入れたᤵᴗ、また自長にも来ていただいて、ᆅ༊の㜵⅏のㄢ㢟や≉ᛶを聞く

ㄪᰝも行いました。「いいだ学」を進めていくにあたって、これだけከくのእ㒊機関やᆅᇦと㐃ᦠする

こともできました。

まとめ・⾲現のά動では、ᆅᇦ㜵⅏カ⦎をά用しました。㟼ᒸ┴ではẖᖺ 12 ᭶の➨ 1 ᪥᭙᪥に┴

下一ᩧでᆅᇦ㜵⅏カ⦎が行われています。この機をά用して、本校はこの᪥をⓏ校᪥とᐃめ、学

༊にある 17 の自で生徒たちはᆅᇦ㜵⅏カ⦎に参ຍしました。生徒たちはᆅᇦの方䚻とともに✚

ᴟ的に㜵⅏カ⦎に参画し、その୰で 2ᖺ生には᥈✲成果のⓎ⾲のሙをタけてもらい、ᆅᇦの方䚻に

ྥけてⓎ⾲も行いました。

一つ༳㇟的なエ䝢䝋ー䝗を⤂させてください。ᖺ、㟼ᒸᕷは 9 ᭶ 24 ᪥未᫂のྎ㢼 15 ྕで大き

な⿕ᐖをཷけ、本校も᩿Ỉによって 1 㐌㛫ఇ校になってしまいました。しかし、ఇ校期㛫୰に自的

に行ᨻの⅏ᐖ䝪䝷ンティアにⓏ㘓し、ᆅᇦのᙺに立とうと行動に⛣した生徒がいました。この生徒は、

「自Ꮿは↓事だったので参ຍした。学校で୰学生は⅏ᐖ時に力になれると教わってきた」と語ってく

れました。にも「いいだ学」のおか䛢でഛရをከく‽ഛすることができたというኌもከᩘ聞くことが

できました。

「いいだ学」がጞまって 2䡚3 䜹᭶という㛫もない㡭でしたが、生徒たちの୰で☜実に自ຓ・ඹຓの意

識が⫱っていると感じたエ䝢䝋ー䝗でした。これまでᡭ᥈り状ែで㜵⅏・ῶ⅏学⩦を進めてきた教職員

にとってもこのような生徒たちのጼに大変ຬ気䛵けられました。

⥲合学⩦の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨのアクションリ䝃ーチの成果とㄢ㢟です。 ᐃ方ἲは全校生徒に䜾ー

䜾ル䝩ームをって質問ㄪᰝを行いました。௦⾲的な質問とその⤖果をᢤ⢋して示しています。これ

らをཷけて成果としては以上の 5 点がᣲ䛢られますが、お読み取りいただければと思います。

またㄢ㢟に対してもこのようになっております。成果とㄢ㢟を踏まえて今後のᒎᮃを 3 点㏙䜉させて

いただきます。1点目ですが、本校はこれまで⥲合的な学⩦の時㛫が系⤫的ではなく、⥲合的な学⩦

の時㛫に対する教員の意識は㧗くありませんでした。そのような୰で何ᗘもそのᚲせᛶをఏえてきま

したが、1 ᖺ㛫ではまだまだ意識が㔊成したとは言いษれません。この 1 ᖺ㛫で上䛢られた成果を示

しながら、継続して⥲合的な学⩦の時㛫に対する教員㞟ᅋの意識の㔊成を図っていきたいと考えて

います。

2 点目として、ᆅ༊㜵⅏を考える「いいだ学」には、ᆅᇦとの㐃ᦠはḞかせません。ᆅᇦとの㐃ᦠを

よりಁ進させるためにコ䝭䝳䝙ティースクールをά用することがᮃましいと考えています。本校は来ᖺᗘ、

௧ 5 ᖺᗘからコ䝭䝳䝙ティースクールが本᱁的にጞまるணᐃになっています。このᯟ組みをά用し

てᆅᇦとの㐃ᦠを῝めていきたいと考えています。

3 点目ですが、今ᖺᗘはᑟ入初ᖺᗘということで、ある⛬ᗘプロ䜾䝷ムをᅛめてྛ学ᖺ㒊に下ろしま

したが、それが㏫にከᛁを生み出してしまい、教員や生徒の体ᛶをዣってしまったという反┬もあり

ました。従って来ᖺᗘは「いいだ学」の目標はά動の大ᯟは示しますが、内ᐜについてはྛ学ᖺ、生

徒や教員に対話を୰ᚰにプロ䜾䝷ムを創Ⓨしてもらい教員や生徒がワクワクしながら内Ⓨ的に᥈✲し、

ᆅᇦ㈉⊩できるプロ䜾䝷ムにア䝑プ䝕ートさせていきたいと考えています。

㕳بクח ॺႩၾーؕ༶႞ฑ֭၏ႚ

続いて、アクションリ䝃ーチの䐡として、ከᵝな⫼ᬒを持つ生徒をໟᦤする学ᖺ内チーム担任制の

ᑟ入を提案しました。

チーム担任制提案の動機として以下の 4 つがᣲ䛢られます。2015 ᖺの୰教ᑂ⟅⏦、（2022）ᖺ

12 ᭶に改ゞされた生徒ᣦᑟ提せ、そして、本校の生徒と教職員の実ែです。これらの動機から学校

内におけるチーム学校を実現するためにチーム担任制の提案へと⮳りました。

提案の⤒⦋ですが、まず 2021 ᖺ 10 ᭶に校長に提案をしましたが、その反ᛂはྰᐃ的なものでし

た。その⌮⏤は、校長は๓任校が 1 学ᖺ 1 学⣭のᑠつᶍ校で䝧テ䝷ンの学ᖺ任とⱝᡭの学⣭担

任をチームとして組ませていたところ、生徒もಖㆤ者もⱝᡭ教員もみんな䝧テ䝷ンの任を㢗るように

なってしまい、その⤖果、任の㈇担がቑຍしⱝᡭが成長しないというがあったため、当初チーム

担任制には後ろྥきでした。そこで私は┬ᐹを行い、チーム担任制はやはり本校にᚲせな組みだ

9
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と考え、ᑟ入をあきらめるのではなく、さま䛦まな先行研✲、先行事をㄪᰝしてᑀに提案㈨ᩱを

まとめました。そして、2021 ᖺ 12 ᭶に本校校長に提案し、チーム担任制のᑟ入を⌮解してもらうこ

とができました。今ᖺᗘは校長と協㆟した⤖果、᪂たな取組みがጞめやすい 1 ᖺ生を対㇟に学ᖺ内

チーム担任制を実することになりました。

チーム担任制ᑟ入の参考を䝠ントにさせていただいた自体・学校は以下のとおり（参考㈨ᩱ）です。

୰でも私が参考にした自体が、༡◝ᕷ教⫱ጤ員の実践でした。な䛬༡◝ᕷ教⫱ጤ員の実践

を最も参考にしたかというと、4 つの⌮⏤がᣲ䛢られます（参考㈨ᩱ）。䐢については、実際に༡◝ᕷ

立ᇛ➃୰学校と⚟㔝୰学校の୧校長先生と Zoom をして直᥋聞き取りㄪᰝをさせていただくことが

できました。

先行実践を踏まえて私が提案したチーム担任制のᴫせがこちらです。学ᖺ㒊の全ての教員が全ク

䝷スにローテーションで回る A パ䝍ーンや学⣭担任と学ᖺ任、担任がローテーションで回る B パ

䝍ーンなどの組みを考えました。このようにさま䛦まなパ䝍ーンを示した上で学ᖺの実ែにᛂじてᙎ

力的に㐠用できることを、2022 ᖺ 4 ᭶の 1 ᖺ学ᖺ㒊の୰でㄝ᫂をしました。1 ᖺ㒊としては実に

ついては時期を見て考えることでしたが、後期に入って改めて 1 ᖺ㒊と協㆟を㔜ね、ᖺが変わった

2023 ᖺ 1 ᭶ 11 ᪥から 6 㐌㛫にわたって実することになりました。その際、学ᖺ任と任と何

ᗘも協㆟を㔜ね、本校 1 ᖺ生の実ែにᛂじた学ᖺ内チーム担任制をᶍ⣴しました。

ここにᣲ䛢たもの（㈨ᩱ参考）がな協㆟内ᐜです。୰でも 1 㐌㛫の୰でいつ担任をローテーション

するかについては当初、私の提案は᭶᭙᪥から㔠᭙᪥まで全て担任が᭰わるのはどうかというもので

したが、任、任からは、「㐌の初めと⤊わりである᭶᭙᪥と㔠᭙᪥は担任が行きたい。6 㐌㛫行

くので 1 䜹᭶༙ク䝷スに行かなくなると関わりが㐲になってしまうため、生徒との関わりをಖつために

㐌の┿ん୰のⅆ᭙᪥からᮌ᭙᪥にローテーションで担任が᭰わるのはどうか」という提案をཷけました。

ከくの先行研✲、先行実践を見てきた私でしたが、このど点は持ち合わせていなく、まさに「目からう

ろこがⴠちる」ことでした。にもከくの対話によって、より本校の実ែに༶したᙧになりました。

学ᖺ内チーム担任制のアクションリ䝃ーチの成果とㄢ㢟です。 ᐃ方ἲは 1 ᖺ生の生徒に質問⣬

ㄪᰝを行いました。これらをཷけて生徒ഃから見えた成果とㄢ㢟は以上になります。㈨ᩱをお読みく

ださい。またྠじ質問⣬ㄪᰝを教員にも行いました。そこから見られる教員ഃの成果とㄢ㢟も㈨ᩱで

お読み取り下さい。

これらの学ᖺ内チーム担任制の成果とㄢ㢟を踏まえて今後のᒎᮃを㏙䜉たいと思います。まず䐟と

䐠ですが、これはインフ䜷ー䝬ルなሙでも教員㛫のコ䝭䝳䝙䜿ーションのቑຍはḞかせないということ

になります。その際ですが、ICT のά用が㔜せではないかと考えます。今 GIGA スクールᵓで 1 人

1 ྎ➃ᮎ、また教員にも 1 ྎずつのパ䝋コンが⎔ቃᩚഛされつつありますので、ICT によるሗඹ有

のシステムがᵓ⠏されることが今後ồめられてくると思います。

3 つ目としては、生徒ᣦᑟやಖㆤ者対ᛂについては初動や❆口は学⣭担任であるようにしながらも、

担任や学ᖺ任だけが事案をᢪえるのではなく、生徒と話すᙺ、ಖㆤ者と話すᙺ、እ㒊機関と㐃絡

を取るᙺなど、それ䛮れの教員のᚓ意、不ᚓ意を踏まえたᙺ分担を行い、生徒ᣦᑟこそが「チーム

で対ᛂするጼໃがᚲせだ」と考えます。これによって学⣭担任の㈇担と責任を（ᚰ⌮的ഃ面と≀⌮的

ഃ面の୧面において）ᑡしでも㍍ῶできると考えられます。

4 つ目は、Ⓨ達㞀ᐖや≉ูなᨭをせする生徒には、その生徒のᅔり感にᐤりῧうᡭ立てをしっか

りと考えていかなければいけないということです。ಶูのኌ掛けだけでなく生徒の䝺ジリエンスを㧗め

るようなス䜻ルト䝺ー䝙ン䜾やスクール䜹ウン䝉䝷ー、㏻⣭ᣦᑟ教ᐊへとつな䛠対ᛂなど、ᑡᩘの生徒
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と考え、ᑟ入をあきらめるのではなく、さま䛦まな先行研✲、先行事をㄪᰝしてᑀに提案㈨ᩱを

まとめました。そして、2021 ᖺ 12 ᭶に本校校長に提案し、チーム担任制のᑟ入を⌮解してもらうこ

とができました。今ᖺᗘは校長と協㆟した⤖果、᪂たな取組みがጞめやすい 1 ᖺ生を対㇟に学ᖺ内

チーム担任制を実することになりました。

チーム担任制ᑟ入の参考を䝠ントにさせていただいた自体・学校は以下のとおり（参考㈨ᩱ）です。

୰でも私が参考にした自体が、༡◝ᕷ教⫱ጤ員の実践でした。な䛬༡◝ᕷ教⫱ጤ員の実践

を最も参考にしたかというと、4 つの⌮⏤がᣲ䛢られます（参考㈨ᩱ）。䐢については、実際に༡◝ᕷ

立ᇛ➃୰学校と⚟㔝୰学校の୧校長先生と Zoom をして直᥋聞き取りㄪᰝをさせていただくことが

できました。

先行実践を踏まえて私が提案したチーム担任制のᴫせがこちらです。学ᖺ㒊の全ての教員が全ク

䝷スにローテーションで回る A パ䝍ーンや学⣭担任と学ᖺ任、担任がローテーションで回る B パ

䝍ーンなどの組みを考えました。このようにさま䛦まなパ䝍ーンを示した上で学ᖺの実ែにᛂじてᙎ

力的に㐠用できることを、2022 ᖺ 4 ᭶の 1 ᖺ学ᖺ㒊の୰でㄝ᫂をしました。1 ᖺ㒊としては実に

ついては時期を見て考えることでしたが、後期に入って改めて 1 ᖺ㒊と協㆟を㔜ね、ᖺが変わった

2023 ᖺ 1 ᭶ 11 ᪥から 6 㐌㛫にわたって実することになりました。その際、学ᖺ任と任と何

ᗘも協㆟を㔜ね、本校 1 ᖺ生の実ែにᛂじた学ᖺ内チーム担任制をᶍ⣴しました。

ここにᣲ䛢たもの（㈨ᩱ参考）がな協㆟内ᐜです。୰でも 1 㐌㛫の୰でいつ担任をローテーション

するかについては当初、私の提案は᭶᭙᪥から㔠᭙᪥まで全て担任が᭰わるのはどうかというもので

したが、任、任からは、「㐌の初めと⤊わりである᭶᭙᪥と㔠᭙᪥は担任が行きたい。6 㐌㛫行

くので 1 䜹᭶༙ク䝷スに行かなくなると関わりが㐲になってしまうため、生徒との関わりをಖつために

㐌の┿ん୰のⅆ᭙᪥からᮌ᭙᪥にローテーションで担任が᭰わるのはどうか」という提案をཷけました。

ከくの先行研✲、先行実践を見てきた私でしたが、このど点は持ち合わせていなく、まさに「目からう

ろこがⴠちる」ことでした。にもከくの対話によって、より本校の実ែに༶したᙧになりました。

学ᖺ内チーム担任制のアクションリ䝃ーチの成果とㄢ㢟です。 ᐃ方ἲは 1 ᖺ生の生徒に質問⣬

ㄪᰝを行いました。これらをཷけて生徒ഃから見えた成果とㄢ㢟は以上になります。㈨ᩱをお読みく

ださい。またྠじ質問⣬ㄪᰝを教員にも行いました。そこから見られる教員ഃの成果とㄢ㢟も㈨ᩱで

お読み取り下さい。

これらの学ᖺ内チーム担任制の成果とㄢ㢟を踏まえて今後のᒎᮃを㏙䜉たいと思います。まず䐟と

䐠ですが、これはインフ䜷ー䝬ルなሙでも教員㛫のコ䝭䝳䝙䜿ーションのቑຍはḞかせないということ

になります。その際ですが、ICT のά用が㔜せではないかと考えます。今 GIGA スクールᵓで 1 人

1 ྎ➃ᮎ、また教員にも 1 ྎずつのパ䝋コンが⎔ቃᩚഛされつつありますので、ICT によるሗඹ有

のシステムがᵓ⠏されることが今後ồめられてくると思います。

3 つ目としては、生徒ᣦᑟやಖㆤ者対ᛂについては初動や❆口は学⣭担任であるようにしながらも、

担任や学ᖺ任だけが事案をᢪえるのではなく、生徒と話すᙺ、ಖㆤ者と話すᙺ、እ㒊機関と㐃絡

を取るᙺなど、それ䛮れの教員のᚓ意、不ᚓ意を踏まえたᙺ分担を行い、生徒ᣦᑟこそが「チーム

で対ᛂするጼໃがᚲせだ」と考えます。これによって学⣭担任の㈇担と責任を（ᚰ⌮的ഃ面と≀⌮的

ഃ面の୧面において）ᑡしでも㍍ῶできると考えられます。

4 つ目は、Ⓨ達㞀ᐖや≉ูなᨭをせする生徒には、その生徒のᅔり感にᐤりῧうᡭ立てをしっか

りと考えていかなければいけないということです。ಶูのኌ掛けだけでなく生徒の䝺ジリエンスを㧗め

るようなス䜻ルト䝺ー䝙ン䜾やスクール䜹ウン䝉䝷ー、㏻⣭ᣦᑟ教ᐊへとつな䛠対ᛂなど、ᑡᩘの生徒

のᜥⱞしさにもしっかりとྥき合うᡭ立てがᚲせだと考えます。以上のものから今ᖺᗘ、私が行ったチ

ーム担任制をあえて䜸リジ䝘リティーにྡするとしたら「学⣭䊽学ᖺチーム担任制」になります。これ

までの学⣭担任制をྰᐃするのではなく、䜐しろ学⣭担任の㈇担を学ᖺ㒊でチームを組んで㍍ῶし、

学⣭担任をᨭするという意合いを込めてこのようにྡしたいと思います。

さらに教員一人一人には複雑系で学校改善を考えていただくための出Ⓨ点として、今の学校の現

状で何が問㢟かを捉えるための意識ㄪᰝを䠎䠌䠎䠎ᖺ 8 ᭶に行いました。これらが回⟅のᴫせですが、

全体的に現状に‶㊊していないことがఛえます。そして、研修、学⣭⤒Ⴀ、生徒ᣦᑟ、教⛉ᣦᑟ、ᤵ

ᴗ䛵くり➼は働き方改革と不ྍ分であり、それ䛮れ分けて考えるのではなく一体で考えるᚲせᛶがあ

ることが改めて分かり、そのためには「複雑系アプローチによる学校改善の㔜せᛶ」をㄆ識すること

ができました。

ಲଞ֭ถऐ֭ーתリبクח

最後に全体のアクションリ䝃ーチの⥲ᣓです。対㇟者、時期、方ἲは以下のとおりになります。本ア

クションリ䝃ーチの全体の成果として 1 つ目は、学校改善にᚲせな校ົは全てつながっており、シス

テム思考の考えをもって学校改善に取り組䜐ことが㔜せであることは᫂らかになりました。

2 つ目は、複雑系のアプローチで捉え直すことが学校改善への᪂たな示၀となったと言えます。イ

ン䝍䝡䝳ーㄪᰝの୰でᖿ教ㅍから、「複雑系で学校改善を考えることは、ᜍらく今後の学校⤒Ⴀの

ὶになるのではないか」というコメントをいただくこともできました。一点突◚やそれ䛮れがูಶに進

䜐学校改善ではなく、複雑系で学校改善を考えることの㔜せᛶが᫂らかになりました。

3 つ目ですが、学校改善には「䝎イバーシティー・䝬ネジメントがᚲせであること」です。ෑ㢌で㏙䜉

たように現௦♫はከᵝᛶにᐩんだ♫です。だからこそ、そのከᵝᛶを㝖するのではなくከᵝ

ᛶをཷᐜし、それらを生かしていくことで᪂たな方ྥᛶが生まれてくると言えます。生徒や教員、ಖㆤ

者だけでなくከᵝなステーク䝩ル䝎ーを巻き込み、ከᵝᛶを生かしながら学校改善をしていくことで思

いもᐤら䛼ところに学校を良くしていく✀がᇙまっているかもしれません。

以上の成果をඖに改めて本校のリ䝌ーム図バージョン 2 を作成しました。これがᖺ作ったバーショ

ン 1 です。これがバージョン 2 になります。ᑡしᆅ下の㒊分がቑえています。このように᰿があるᆅ下

の㒊分には、1 ᖺ๓に作成したものよりさらにከくのせ⣲がຍわり、↓ᩘの学校改善の✀が複雑に絡

まり合っているᵝᏊをイメージすることができました。

חクبリתー֭ड༎֧ຳউ

本アクションリ䝃ーチ全体のㄢ㢟は 2 点です。

ㄢ㢟の 1 点目は、複雑系アプローチによる学校改善には長期的など点がḞかせないということで

す。教⫱というႠみの୰には、これをやったらす䛠にここが良くなるという༢⥺系の考えはなじまないと

私は考えております。学校改善もྠじことが言えると思います。学校⤒Ⴀではよく PDCA 䝃イクルを☜

実に回すことが大事だと言われていますが、複雑系で考えるのであれば、Do、Check、Action の㒊分

はྠ時に行うことが㔜せです。これによってス䝢ー䝗感がቑし、長期的など点をより▷期的など点にシ

フトチェンジすることができるのではないでしょうか。とはいっても学校改善にはᖺ༢のスパンはᚲ

せだと考えています。複雑系のアプローチをඖにさま䛦まな取組みに対して教職員ྠኈの対話と協

働を行い、全体で学校改善を進めていくጼໃが大事だと思います。

9
w¢ 

応
』、



ᇀఱӽ ӼԀ႘༌ӽᆪ
ӠӠӠᆷ૩חプロー֭ॺू֭ಲଞ

10

分
冊
３
　
　
26
日
第
３
部

分冊３ー

ㄢ㢟の 2 点目は、学校改善には働き方改革の᥎進がḞかせないことです。8 ᭶の教員の意識ㄪᰝ

でも᫂らかになったとおり、全ての校ົは働き方改革とつながっています。このことをᛕ㢌に⨨き、༢

にᤵᴗ実ᩘをῶらすのはもちろんですが、そこに教員のᚓᡭ不ᚓᡭを༑分に⌮解し、教員が働きが

いを感じながら校ົに取り組めるような学校⤒Ⴀがồめられていると考えられます。

以上の成果とㄢ㢟を踏まえて本研✲の⥲ᣓですが、これからのண 不ྍ⬟な時௦こそ学校現ሙで

は教員ྠኈがもっと㆟ㄽを交わし、内Ⓨ的にエージェンシーを㧗めていかなければならないと考えて

います。その点においてシステム思考と複雑系アプローチで学校改善を進めていくことは、ከᵝな教

職員の思いを生かし⤖合していく、つまり、教職員ྠኈの対話と協働を生み出し、創Ⓨへとつな䛢て

いく、学校改善の᪂たな示၀をえられたのではないかと考えています。

今 後のᒎᮃとしては、これからの学校改善の䜻ーパー䝋ンは学ᖺ任と感じています。これはイン

䝍䝡䝳ーㄪᰝの୰で校長、教㢌、教ົは全体のことを考えていることが分かりましたが、ྛ学ᖺ任は

やはり自分の学ᖺをどう動かしていくかというど点が୰ᚰだったため、学ᖺ任がシステム思考と複

雑系で学校を考えられるようになれば学校改善はより๓進するだろうと考えています。私は学校現ሙ

にᡠりましたら、学ᖺ任➼の立ሙでシステム思考と複雑系アプローチによる学校改善をしていきた

いと考えています。

最後になりますが、๓のス䝷イ䝗で対話と協働、そして創Ⓨが大事だと㏙䜉ましたが、これを生み出

すᯟ組みとして私のᅾ⡠する㟼ᒸ大学教職大学㝔学校組織㛤Ⓨコースでは「学校➼改善ᨭ研✲

員」という制ᗘがあります。これは、教職大学㝔における現職教員の学䜃の成果を学校改善にάかす

ために、現職の大学㝔生が「学校➼改善ᨭ員」という立ሙとなって（ጤკされて）、アクションリ䝃ー

チを行うものです。

この制ᗘによって、（現職の）大学㝔生の実践研✲の取組みを制ᗘ的にᨭするᯟ組みが᫂☜化

されています。えば、ὴ㐵期㛫୰に学校に㈉⊩することができる。⤊後も㑏ඖやά用ができたり

することで、ಶ人的力㔞のྥ上だけでなく、自体や学校のᢪえる組織的な問㢟解決へとシフトがྍ

⬟となるなどのຠ果が考えられています。

私も今回のアクションリ䝃ーチでは、学校にとって༙分እ㒊であり༙分内㒊の人㛫であるというこの

ᯟ組みを生かして、学校に大学㝔での学䜃を㑏ඖすることができました。このようなᯟ組みがあること

でより教員ྠኈの対話と協働、そして創Ⓨへとつながることができたのだと☜ಙしています。ᘬ用参考

ᩥ⊩はこちらになります（参考㈨ᩱ）。以上で私のሗ࿌を⤊わります。
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ㄢ㢟の 2 点目は、学校改善には働き方改革の᥎進がḞかせないことです。8 ᭶の教員の意識ㄪᰝ

でも᫂らかになったとおり、全ての校ົは働き方改革とつながっています。このことをᛕ㢌に⨨き、༢

にᤵᴗ実ᩘをῶらすのはもちろんですが、そこに教員のᚓᡭ不ᚓᡭを༑分に⌮解し、教員が働きが

いを感じながら校ົに取り組めるような学校⤒Ⴀがồめられていると考えられます。

以上の成果とㄢ㢟を踏まえて本研✲の⥲ᣓですが、これからのண 不ྍ⬟な時௦こそ学校現ሙで

は教員ྠኈがもっと㆟ㄽを交わし、内Ⓨ的にエージェンシーを㧗めていかなければならないと考えて

います。その点においてシステム思考と複雑系アプローチで学校改善を進めていくことは、ከᵝな教

職員の思いを生かし⤖合していく、つまり、教職員ྠኈの対話と協働を生み出し、創Ⓨへとつな䛢て

いく、学校改善の᪂たな示၀をえられたのではないかと考えています。

今 後のᒎᮃとしては、これからの学校改善の䜻ーパー䝋ンは学ᖺ任と感じています。これはイン

䝍䝡䝳ーㄪᰝの୰で校長、教㢌、教ົは全体のことを考えていることが分かりましたが、ྛ学ᖺ任は

やはり自分の学ᖺをどう動かしていくかというど点が୰ᚰだったため、学ᖺ任がシステム思考と複

雑系で学校を考えられるようになれば学校改善はより๓進するだろうと考えています。私は学校現ሙ

にᡠりましたら、学ᖺ任➼の立ሙでシステム思考と複雑系アプローチによる学校改善をしていきた

いと考えています。

最後になりますが、๓のス䝷イ䝗で対話と協働、そして創Ⓨが大事だと㏙䜉ましたが、これを生み出

すᯟ組みとして私のᅾ⡠する㟼ᒸ大学教職大学㝔学校組織㛤Ⓨコースでは「学校➼改善ᨭ研✲

員」という制ᗘがあります。これは、教職大学㝔における現職教員の学䜃の成果を学校改善にάかす

ために、現職の大学㝔生が「学校➼改善ᨭ員」という立ሙとなって（ጤკされて）、アクションリ䝃ー

チを行うものです。

この制ᗘによって、（現職の）大学㝔生の実践研✲の取組みを制ᗘ的にᨭするᯟ組みが᫂☜化

されています。えば、ὴ㐵期㛫୰に学校に㈉⊩することができる。⤊後も㑏ඖやά用ができたり

することで、ಶ人的力㔞のྥ上だけでなく、自体や学校のᢪえる組織的な問㢟解決へとシフトがྍ

⬟となるなどのຠ果が考えられています。

私も今回のアクションリ䝃ーチでは、学校にとって༙分እ㒊であり༙分内㒊の人㛫であるというこの

ᯟ組みを生かして、学校に大学㝔での学䜃を㑏ඖすることができました。このようなᯟ組みがあること

でより教員ྠኈの対話と協働、そして創Ⓨへとつながることができたのだと☜ಙしています。ᘬ用参考

ᩥ⊩はこちらになります（参考㈨ᩱ）。以上で私のሗ࿌を⤊わります。

2023年2月26日（土）
ESD•国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト1 第3回シンポジウム

「第3部複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

持続可能な学校づくりのための

学校改善に関する研究

ーシステム思考と複雑系アプローチによるアクションリサーチー

静岡 大学大学院教育学研究科

教育実践高度化専攻 学校組織開発コース

赤星信太朗

（静岡市立清水飯田中学校所属）

一〉 2．研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理綸 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 〉

1 問題の所在
・現代社会・・・不確実で、予測困難なVUCA社会

・学校における問題の多様化・複雑化

子どもいじめ、不登校、特別支援の生徒の増加等

教職員：長時間勤務、教員不足、偏った年齢構成等． 
「持続可能な社会の創り手の育成」よりも、

学校そのものが「持続可能」でありたい

臼ヽ4こ、
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一►） 2．研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理綸 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞＞ 5 総括 ＞ 

1 問題の所在
「持続可能な学校」とは？

「持続可能な学校とは、どんな学校でしょうか？今も将来も長く快適に過ご
せる学校だとすると、 『大人はずっとこの学校で働きたい』『子どもは毎日学
校に行くのが楽しい』『外部の人からはこの学校はいい学校だねと言われ
る』というようなこと」（住田，2022)

•生徒一人一人が飯田中で学んで良かったと感じられる学校

・教職員が飯田中に勤めて良かったと働きがいを感じられる学校

・保護者や地域から飯田中に通わせて良かったと感じられる学校

（清水飯田中学校の目指す学校像）

誰にとってもwell-beingな学校づくり

| l 問題の所在 〉~〉- ウ3 実践を支える理論 ＞〉 4 アクションリサーチ 〉〉 5 総括 〉

2-1.研究の目的
持続可能な学校づくりを実現するための学校改善
の在り方について、システム思考と複雑系アプロー
チを活用したアクションリサーチによって明らかに
すること。

【実習先】静岡市立清水飯田中学校

【期間】2021年9月～2023年2月

【対象】飯田中の教職員（約30人）及び全校生徒（約490人）

【方法】アクションリサーチ（実践）写省察（理論）の往還
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| 1 ． 問題の所在 〉~ 3．実践を支える理論 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞＞ 5 総括 ＞ 

2-2.研究の方法
アクションリサーチと理論の往還の経緯

| ： ：02; 10 1 1 12呼:34  5 6 7 8 9 101 1 122?2: 3 1 

AR① 

学校の今と未来を
語り合う研修会

ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
—
チ

AR②‘ 
各学年での「いいだ学」の実践

A
R
⑥
 

全
教
員
へ
の
質
問
紙
調
査-

A
R⑤
 

管
理
職
と
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

I 1 問題の所在 ＞〉 2. 研究の目的・方法 〉~〉- ►> 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 ＞ 

3.実践を支える理論

①学校をシステム思考で考える

②学校改善を複雑系アプローチで捉え直す

③複雑に絡み合う多種多様な事柄を考慮した
リゾーム図を学校経営に取り入れることを提案
する

5
g5
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| 1問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ジ置置ロー≫ 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 ＞ 

3-1. 
学校をシステム思考で考える

学校業務の

見えている領域

「問題や目標を一つひとつ孤
立した出来事としてではなく、
もっと大きな普通はあまり目
に見えない構造の中で、お互
いに影響し合う構成要素とし
て見る。 」 （ピーター •M ・セン
ゲ，2014)•9 
学校の業務である生徒指
導一学級経営一授業一働き
方改革等を不可分として一体
で考える

ピーター•M・センゲ『学習する学校』(P.200)より赤星作成

m-eul\• ー） 1⇒Jとl七lu,

| 1 問題の所在 〉〉 2．研究の目的・方法 ：― 9〉 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 〉

3-2. 
複雑系アプローチで捉え直す

0不確実で複雑な社会において、表出している学
校での出来事（問題）を、「単線系(linearsystem)」
ではなく、 「複雑系(complexsystem)」で捉える。

ー「木を見て、森も見る」（梅澤，2022)という感覚で学校
を捉え直し、学校改善のアプローチをしていく。

0本研究では、数多ある学校業務のうち、 ①研修の
側面、②授業の側面、③生徒指導の側面の3つの
アフローチで学校改善を進めていき、「持続可能な
学校」づくりに向けて実践的に取り組んだ。

ぶ’’ク
ミ 合
lそ91s
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1.問題の所在 ＞＞ 2 . 研究の目的方法 〉~一 〉4．アクションリサーチ ＞： 5 総括 ＞
 3-3. リゾーム図の提案

1 問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 〉

4-1.アクションリサーチ①
「学校の今と未来を語る研修会」の開催(2021年度）

＿ 5 総括

【フォアキャスティング研修(2021年8月6日）】

・SWOT分析（学校内外の強みと弱みの共通理解）
況"9• 9旦 ・99← 9屠9

亨 ー 一
9 4• 

Iロー'“---E:--如•.如9 *9• 994 , 9 9 9̀, "‘̀ 
"09 ’ 噌””心幻•が●● ‘ `”, I、.,"1・:、̀． ..a・̀“I 

i翌，‘：’gい 9 1 ば、ぶ~;:'ぷ： I 
"‘●皇鼻t負

1•・，．

91°"“ 
”̀"”'”,, り ，;;’;！＝•—+；；芯-?：古，—

i喜璽ぎ...，． 五言＼・'“'｝9かり1

＼
／
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| 1．問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉】'’日日暑＇贋日＇日~〉 5 総括 ＞ 

4-1.アクションリサーチ①
「学校の今と未来を語る研修会」の開催(2021年度）

【バックキャスティング研修(2021年11月1日、 8日）】

・マンダラチャート（未来の理想の姿から、現状を考える）

バックキャスティングから身える、漬水飯田中写校の特色づくり

九 9 し"B1  9ンバー， 99，ぷ・ m_り'， 1 

― 」・ tr1,, | •知fo輝正
淋 Iし1<h訊 9fふ‘,.,,l") 

•91an. ,· 
治恥k• •9 

"’卜
””、“
•Hヤrf

"l9 

I 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~一 〉 5 総括 〉

4-1. 
アクションリサーチ①の成果と課題

0研修の満足度 2S/,QJ@i!!i

20 

4：とても満足
15 

3：やや満足 10 

2：やや不満足 5 

010~) 

l：不満足 ゜

0両研修に共通した学校改釜—-教職員集団の

を認め、受I

「チーム担任制」の

導入を提案

5ヽ
3

こ、
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| 1 問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 ＞ 

4-2アクションリサーチ② オ寺続可能な社会の創り手を育て
る「総合的な学習の門巴：〗）キュフム開発(2022年度）

静岡市立應讐且忠翌E私た ［いぃだ学」 瓜亙足乙因豆豆立差包且ーとと認今

茫
一
〖

1年生：「自助」をテーマとした体験学習を中心としたプログラム

茫攣; |：西叩
に●加する

茫
犀
II

叫 2年生：「共助」をテーマとした体験学習と教科横断的な学びを進めて

いき、自治会別グループごとに分かれて「防災における地域貢献策」

を探究し、地域に発信していくプログラム

匹 1'i匹・ ・匹年1"西西
は(J)“え作る 1dm: 
，9.,災●
澤●につ
考える

茫
西
"

3年生：「自助」「共助」「SDGs」をテーマとした地域貢献策を個人探究し

ていき、地域に発信していくプログラム

| 1 問題の所在 〉〉 2 研究の目的・方法 ＞〉 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 ＞ 

4-2アクションリサーチ② 持続可能な社会の創り手を育て
る「総合的な学習の時間」のカリキュフム開発(2022年度）

3一と 1 9 ● ● - - ・ - . 

【連携した機関】

・静岡県危機情報課（「ふじのくにジュニア防災士養成講座」）
・静岡県中部地域局
・静岡市地域総務課
・静岡県地震防災センター
・静岡市消防局清水消防署
・静岡市社会福祉協議会
・日本赤十字社静岡県支部
・静岡県地球温暖化防止活動推進センター

【補助金・助成金】
・静岡教弘研修補助金
・減災教育プログラム（アクサ生命、日本ユネスコ協会）

訓練を活用(2022年12月4日）】
で地域防災訓練を実施
ともに積極的に防災訓練に参画した

5
g5
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こ
＂
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1.問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法＞＞ 3 実践を支える理論 〉】'’日〗‘'園日＇日~〉 5 総括 ＞ 

4-2アクションリサーチ② 持続可能な社会の創り手を育て
る「総合的な学習の時間」のカリキュフム開発(2022年度）

•清水区は、 2022年9月 24 日未明の
台風15号の被害を受けた。

• 本校学区も、床上・床下浸水や車
の水没、断水などの被災を経験した。

・休校期間中、 自主的に災害ボラン

ティアに登録し、活動した生徒がい
た。

・「学校で『中学生は災害時に力にな
れる』と教わってきた」 （静岡新聞9月
29日の夕刊）

•他にも 「いいだ学のお陰で備蓄品
を多く準備することができた」という
声も。

・「自助」「共助」の力を発揮していた。

1 問題の所在 ＞＞ 2. 研究の 目的・方法 〉〉 3 実践を支える理論 〉~

4-2.アクションリサーチ②成果と課題
「いいだ学」を通しであなたの防災の意諜は高まりましたか？

n=433 (4；とても高まった、 3：少し高まった、 2：あまり高まらなかった、

1 ：全然高まらなかった）
珈

200 

100 

511.211,1 ,oa．露）

「いいだ学」を通して防災 ・減災以外で高まったと思う力は
何ですかつ （複数回答可） 人女

0 SO 100 ISO 200 250 300 350 400 

「いいだ学」の活動'3対して見過しをもっヵ

問題（災舌など）を地球規模で考えるカ

目分で課題（テーマ）を設定するカ

情蝙を双稟するカ

藁めた情報を整還し` 分訴するカ

新たなれ1アイディア）を創造するカ

字んだことや考えたことをまとの名視するカ

ぬと協働するカ

問題駐決に向11て、できることから囚き出そうとするカ

地域に頁献しようとするカ

自分の活動を振り返り、次の活動に繋げるカ

一 〉 5 総括 〉

【成果】

①生徒の防災・減災（自助・共助）の意
識が高まった

②学校の探究成果の発表等の対象を
地域にすることで、「課題設定力」「情

報収集力」「表現力」などの生徒の汎
用的な能力が高まった

③地域と連携することで、地域コミュニ

ティの中で生徒自身が自分の立場を
考える機会になった

④地域との連携した総合学習を進め

ていくことで、今まで以上に地域に学
校の様子を知ってもらうことができた

⑤中学生の地域の防災行事への参加
は、 地域の方々の地区防災の意識の
醸成や地域の活性化につながった

5ヽ
3

こ、
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1.問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理謡 〉~
_ 

〉 5 総括 ＞ 

4-2.アクションリサーチ②成果と課題

【課題】

①今年度のプログラムからは災害を地球規模で捉え、防災の意識をもって
足元から動き出せる生徒の育成までは至らなかった

②学校現場の多忙の現状や様々な学校行事とのバランスを考え、 活動を
精選しなければならない

【今後の展望】

①総合的な学習の時間に対する教員集団の意識の醸成を図る必要性

②地域との連携を促進させていくために、コミュニティ・スクールを活用する
こと

③来年度以降の「いいだ学」の運用については、 生徒が内発的に地区防災
を探究し地域貢献できるプログラムにするべく、教員や生徒から広く意見を
募り、プログラムを創発していく姿勢で協議を重ねていくこと

1. r:竺 竺 王 〉 2．研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 〉

4-3.アクションリサーチ③
多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム
担任制」の導入(2021-2022年度）
0「チーム担任制」提案の動

【中教審答申「チームとしての学校の在り方と今後の改 【文部科学省「生徒指導提要改訂」(2022)】

善方針について」 (2015)】 ・舅3重「チーム学校による生徒指導体制」
「チーム学校」が求められる背景 •第 13軍「多機な背景を持つ児童生徒への生
①斬しい時代に求められる資賣・能力を育む教育課桓 徒指導J

を実現するための体割整傭

②複雑化・多機化した課題を解決するための体制整●
③子どもと向き合う時間の確保等のための体制整●

【生徒の実態】 【教職員の実態】

不登校生徒や、多様な背景（発達障害、複雑な家庭環 教職員の個棠化 学`級担任の負担増加、ベテ
境）をもつ生徒の増加 ランから若手教員への技術伝承の場の減少

すより多くの教鰤が1人1人の子どもと関われるようにし す熟違した技術や子どもの情輻交換・情輻共

たい 有の必然性を生み出し、学級担任の負担を分
担したい

ー学校内における「チーム学校」を実現するために、

「チーム担任制」の提案ヘ

臼ヽ
4
こ
”
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| t問題の所在 〉〉 2．研究の目的・方法＞＞ 3 実践を支える理論 〉~

4-3.アクションリサーチ③
多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム
担任制」の導入(2021-2022年度）
0提案の経緯

_ 
区 5 総括 ＼

／
 

2021年1.Q月～12月
・改めて「チーム担任制」の目的、具

体的な内容を精査し、 様々な先行

研究・事例を調査して丁寧にまとめ

た

・「生徒指導提要改訂（案）」や「働き

方改革」などの視点も盛り込んだ

0導入のヒントにした自治体・学校

[ •富山県南砺市教育委員会 ］ ・東京都千代田区立麹町中学校

・岐阜県各務原市立蘇原中学校 ・徳島県松茂町立松茂中学校

・熊本市立東野中学校・鹿児島市立城西中学校

•新潟市立内野中学校·茨城県取手市教育委員会

2021年1.Q月
校長に提案

↓ 

否定的な回答

2021年12月

校長に再提案

↓ 

快諾してもら

い、来年度の

学校経営方
針に盛り込む

実
施
ヘ

熊本市教育委員会

二 こ三色五五丑〉之巳澤を支える理論
4-3.アクションリサーチ 3

多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム担任制」の
導入(2021-2022年度）

＜緬田中型チーム担任制のイメージ＞C

置 一＜ソ
l

5.総括 ＞
 

←̀  

これまでは字級ごと

心
● 一 人一人の状況や変化 に対して、紺数の

教口の多様な見方で 受 け 止 め、対応する
ことが できます。 .... 

● チ ームで一人一人の子供を見て、協力 し
て指む ・支援にあたることができます． ←

これか らは学年教 貝がチー ム

＜恨J>AパターンC

盟認温雲将忠＾ マ 呼

＾ 様々なパターンを提示し、 時期や学年の実態に応じて

弾力的に運用できることを4月の学年部会内で説明・提案

↓ 

1年部が時期を見ながら実施

ー2023年1月11日～2月16日に実施

5ヽ
3

こ、
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1. --三--こ4-3.アクションリサーチ 3
多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム
担任制」の導入(2021-2022年度）
［飯田中1年部型 「学年内チーム担任制」の内容】． 一 一①一週間の中で

いつ担任をロー

テーションする
か？

•月曜日と金曜日は学級担任。 1週間の見通しや振り返りとなる

・火曜日～木曜日にローテーション
月曜日と金曜日は学級担任が行

で担任が代わる。
き、学級の生徒との関わりを保つ
ため。

②何をチーム担
任制にするか？

導

会

会

指

の

指

の

食

り

掃

徒

級

徳

朝

昼

帰

清

生

学

道

．．． 学級担任の負担を軽減するため。

増やす

を請け

三
多くの「対話」によって、より
実態に即した形となった。 年部職

をもつ

1 問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 〉

4-3.アクションリサーチ③生徒側の成果と課題
「チーム担任制」について、あなたはどのように感じていますかつ （4：とても良い取り組みで

ある、 3：良い取り組みである、 2：あまり良い取り組みではない、 1：良い取り組みではない）

n=l34 

80 

生徒の回答

60 

40 

,o 
2(1,S%） 

【生徒の側面での成果】

①多くの生徒が「チーム担任制」を前向きに捉え、 楽し
く学校生活を送ることができた。

②これまで関わりの少なかった学年部の教員と交流
が深まり、 新たなつながりを形作ることができた。

③様々な教員と交流して新たな学びや多様な価値観

に触れることができ、 自分の生き方について考える機
会となった。

④様々な教員がクラスに入ることで、生徒は自分のク

ラスを振り返ったり改善しようとしたりして、 学級への
所属感・帰属感を高める姿が見られた。

【生徒の側面での課題】

①今までの担任が良いと思ってい

る生徒や環境の変化が苦手な生徒

にとっては、担任が週ごとに代わる

ことをネガティブに捉えている様子
であった。

②少数ではあるが「チーム担任制」

の目的が伝わっていない生徒がい
た。

臼ヽ
4
こ
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1.問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉：~ 5 総括 ＞ 

4-3.アクションリサーチ③教員側の成果と課題
「チーム担任制」について、あなたはどのように感じていますか？（4：とても良い取り組みで
ある心 ：良い取り組みである、 2 あまり良い取り組みではない、1：良い取り組みではない）

n;6 
3 

教員の固答

。
0(0%) 

l 

1 

【教員の側面での成果】

①一度自分のクラスから離れることで俯緻し
てクラスを見ることができ、 改めて生徒の良
いところや人間関係に気付けて生徒理解が
進んだ。

②教員同士の情報共有が進み、 チームで生
徒指導をしたり、チームで学年の生徒を育
てたりする意識が高まってきた。

【教員の側面での課題】

①生徒指導上の問題が起きた場
合などの最終的な責任は元のクラ
スの担任に負担がかかるところは
変わっていない。

②提出物や欠席連絡などが前後す
るなど、 教員間の連絡や情報交換
が円滑にいかないところが散見さ
れた。

| 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的・方法 ）〉 3 実践を支える理論 〉... 一 〉 5 総括 〉

4-3.アクションリサーチ③成果と課題

【「チーム担任制」の今後の展望】

①出欠席や遅刻早退の情報共有・情報交換がスムーズにできるシステム
を確立すること • ICTの活用が最適

②教員問で担任業務や生徒の情報共有 （フィードバックも含めて）がで
きるよっ、 日常のコミュニケーションを増やしていく こ と • ICTの活用も

③問題行動に対する生徒指導や保護者対応は初動が学級担任であるが、
担任と学年主任、生活担当の教員だけで事案を抱えるのではなく、 生徒
福導こそチームで対応することが必要

④発達障害や特別支援を要する生徒の困り感に寄り添う手立てを考える
こと一個別の声掛けや、 SCや通級指導教室など外部機関とつなぐ

・レ
「学級担任⇔学年チーム担任制」 と命名

5ヽ
3

こ、
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| 1．問題の所在 ＞〉 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 〉

4-4アクションリサーチ④
複雑系アプローチに繋げるための、教員の意識調査
El 時： 2022年 8月 5El

為所：湾水飯田中学校躙口 研修、学級経営・生徒指導、授業づく
形式： Google formによ」

り・教科指導は、 働き方改革と不可分
であると捉える必要性がある

15 

10 

5
 

゜

一 少し瀾足している ••' あまり満足していない 一 年恣瀑足していない

i，籟りき方改品について し2研位 (fl!.内切位や敦耐セ ン ，91白身のア級紅宮（ア年狂 ，4 曰身の疫麟つくり・叙Milt
ターヨA蘊の研）について 宝） • 生紐托渇91こついて 口について

様々なアクションリサーチをしている中で、 教員一人一人が

複雑系で考えられるようにする必要性を考えたため、

•I 複雑系アプローチを学校改善に繋げるための出発点として、
教員の現状の意識調査を行った

| 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞~一5 全体のアクションリサーチの総括
【評価のための検証方法】

0対象者：校長、教頭、主幹教諭、各学年主任のミドルリーダー

0時期： 2022年12月16日～19日

0方 法：半構造化インタビュー

①8月に行った教員の意識調査の結果を見て、どのように感じますか。

②複雑系による学校改善の手立てについて、どう考えますか。

③現職教員の大学院生がこのように学校現場に入って実践研究

（アクションリサーチ）をすることについて、どう考えますか。

臼ヽ
4
こ
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1 問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理綸 ＞＞ 4 アクションリサーチ 〉、一5 全体のアクションリサーチの総括
【本アクションリサーチの成果】

①「持続可能な学校づくり」を進めていくために必要な校務（研修・
生徒指導・学級経営・授業づくり・働き方改革など）はすべてつな
がっており、その視点（システム思考）をもって学校改善に取り組む
ことが重要であること。

②「持続可能な学校づくり」のための学校改善の在り方に対して、
猿雑系アプローチで捉え直すことが学校改善への新たな示唆を与
スられたこと。

③学校改善には「ダイバーシティ・マネジメント」が必要であること。

※「ダイバーシティ・マネジメント」とは、 様々な価値観や背景をもっ
た人たちが活躍できる場を整え、その多様性を学校経営に活かす
取り組みのこと

1 問題の所在 〉〉 2 研究の目的・方法 〉〉 3 実践を支える理論 》〉 4 アクションリサーチ 〉~一

ぶ’’ク
ミ 合
lそ91s
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| 1．問題の所在 〉〉 2 研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理謡 〉~＞ 4 アクションリサーチ 〉、一5 全体のアクションリサーチの総括
【本アクションリサーチの課題】

①複雑系アプローチによる学校改善には長期的な視点が必要であ
ること。

一様々な学校改善の取り組みに対して確実にPDCAサイクルを回し、
場合によっては実行・評価・改善を同時に行いながら(P-DCAのイ
メージ） 、教職員同士の対話と協働によって学校改善を進めていく
姿勢が必要。

②学校改善には働き方改革の推進が欠かせないこと

ーすべての校務は働き方改革とつながっていることを念頭に、単に
授業時数を減らすだけでなく、教員の得手不得手を十分に理解し、
それぞれの教員がやる気をもって働き甲斐を憾じながら校務に取り
組めるように学校改善を進めていくが求められる。

| 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞~一5 全体のアクションリサーチの総括
【本研究の総括と今後の展望】

0これからの予測不可能な時代こそ、 教員同士がもっと議論
を交わして創発をし、内発的に主体性(Agency)を高めていか
なければならないと考えている。

0その点において、 システム思考と複雑系アプローチで学校
改善を進めていくことは、多様な教職員の思いを生かし（対
話・協働）、統合していく（創発） という観点からも学校改善の
新たな視点として示唆を与えられたのではないか。

臼ヽ4こ、
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1.問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える 理 綸 ＞＞ 4 アクションリサ ー チ ジ一5 全体のアクションリサーチの総括
【最後に・・・】

0静岡大学教職大学院学校組織開発コースでは、学校改善ヘ
の貢献や修了後の学校現場への還元を効果的にするために
「学校等改善支援研究員」制度がある。

0現職の大学院生が「学校等改善支援研究員」として所属校や
各教育委員会の学校等改善に向けて活動する。

大学院生による学校支
援のかたちをより明確化

することができる。

大学院派遣期間中に、
学校に貢献することが

できる。

ロ^
CV9
 

9̂
-

Ce
"
＂ 

修了後も、学校現場への
還元ができたり、成果を組
織的に活用できたりする。

教員の個人的力量向上だ
けでなく、 自治体や学校の
抱える組織的な問題解決
へとシフトが可能となる。

引用・参考文献一覧
ピーター•M ・センゲ他著、リヒテルズ直子訳 (2014) 『学習する学校』英治出版

吉永良正(1996)ff複雑系」とは何か』講該社

ロパート・アクセルロッド、マイケルD.コーエン、寺野隆雄訳(2003),複雑系組織論ー多様性・相互作用・淘汰のメカニズムー』ダイヤモンド社

住田昌治(2022)「学校運営を『持績可能』にするために管理臓がなすぺきこと」教疇研修(2022年1月号）教育開発研究所

梅澤収(2022)「教育実践を学校・教師改革に繋げる：ESD/SOGsのホールスクール・アプローチJ静岡大学教育実践総合センター紀要

門苔涵厖沿籠蓄校の内発的な実践と改革のためのアクション・リサ＿チ～複繰型思考とwhole-institutionアプロ→～」2021教臓大学院生を活用

マネジメント研修カリキュラム等開発会謙(2004)『学校組織マネジメント研修一これからの校長・教頭等のために一』

蒻蘭甜やi)「学校組織マネジメント研修の有効性に関する一考察ーこれからの学校に求められる組織力の構築ー」秋田大学教臓大学院教育実践

大谷俊彦(2019)『「学校経営マンダラート」で創る新しいカリキュラム・マネジメント』ぎょうせい

中央教育審謙会答申(2016)『幼稚園 小`学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について』

文部科学省(2017)『中学校学習指導要領総則』

日本ユネスコ国内委員会(2021)『持絨可能な開発のための教育(ESD)帷進の手引き（再改訂）』

中央教育審講会答申 (2015)「チームとしての学校の在り方と今後の改善方針について」

n岡市教育委員会学校教育課(2018)『静岡型,1ヽ中一貫カリキュラム【傾説l』

闘嘉羞魏翌詞喜百劇講悶塩店五貸？器3認競・惹野孟盈迂渇麿委器魯紺醤糾女濯閉哭素社酪喝点盃卸')1T拉宕令』の

文部科学省(2022)『生徒指導提要（改IT)』

祖濯―、高田公美(2021 ) 「南砺市の教育改箪ー持紐可能教育基盤を創る一」ESO• 国際化ふじのくにコンソーシアム2020年度SOGsプロジェクト 1 成果

5ヽ
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౪࿊၀Ꭺೄ ൚ Ꭼ༉(Konuta kazuyo ੱධ་ॺၟࢇ႞ੱ೨ ಲኃऌੱࡿ)

赤星さんが学ぶ学校組織㛤Ⓨ分㔝にᡤᒓする校長⤒㦂のある実ົᐙ教員です。ᤵᴗでは学校⤒

Ⴀとファシリテーションなどコ䝭䝳䝙䜿ーションをඖにした学校⤒Ⴀについて取りᢅっておりまして、今

᪥うス䝷イ䝗は教職大学㝔の方䚻はᤵᴗで見たことがあるス䝷イ䝗ばかりです。

赤星さんの研✲につきましては、ᱵ⃝先生が䛤ᣦᑟなさったものですが、私もྠじ分㔝にいます

ので᩿∦的には聞き▱っておりました。ですが、全体的にᢕᥱはしていなかったので本᪥、ᐈほ的な

ど点からお話ができるかと思いᣦᐃウㄽをおཷけしたḟ➨です。

นಲ֭ਟӱ㕴֣֭Ꭺ

この実践研✲の意⩏について、4 点㏙䜉させていただきます。

1 点目は、赤星さんは、現ሙにおいて「学校➼改善ᨭ研✲員」だからと大上ẁにりか䛦すので

なくて、ᅾ⡠校の䝭䝗ルリー䝎ーとしてྠᛶの୰で組織㛤Ⓨに当たった、その事として非常に意

⩏があると思います。

2 点目です。一⯡の先生にはシステム思考、複雑系アプローチなどの⌮ㄽはとても難しいのですが、

実践は分かりやすく取組みやすいものになっていました。学校改善としてはまだ㐨༙ばではあります

が、「未来を語り合う研修」といった組みによって一分ᤸの取組みではなくて、学校全体を動かす

「全体最㐺化を図る研修」であることによって非常に౯್があったと思います。

3 点目です。本当に学校というのは変わりにくいものです。そこに᪂たなᯟ組み、それこそシステム

思考とか複雑系アプローチなどを分かりやすく取り入れて、そして変化を起こしました。それが 3 つの

取組み、その᪂たなᯟ組み、౯್ほを自↛なᙧで実践に取り入れたこと。これがとても良かったと思

います。

4 点目です。チーム担任制のところで㏙䜉ておりましたが、決して最初からうまくいったわけでもない

しプロ䝉スでもつまずきがありました。そういった難しいこと、うまくいかない時こそ対話を大事にしなが

ら↓⌮ᙉいせずに待ちのጼໃで、そして先生方がᚰから目ᣦしたいっていうඹ有䝡ジョンに㧗め自Ⓨ

ᛶをᘬき出していました。そこにもこの研✲の意⩏があったと思います。

Ӣ4֞ӡᄇ֔֞֔חי؆بי ֣֭

ここからは私の考えを㏙䜉させていただきたいと思います。

まず 1 点目と 2 点目についてです。1 点目、2 点目に関㐃して᪤にᖹ成 17（2005）ᖺᩥ㒊⛉学┬

の䝬ネジメント研修で䝭䝗ルリー䝎ーの㔜せᛶ、䝭䝗ルリー䝎ーのᙺが㏙䜉られておりました。そして、

学校のㄢ㢟がᒣ✚する୰、ㄢ㢟解決にྥけて䝭䝗ルリー䝎ーのア䝑プ䝎ウンというものが一ᒙクロー䝈

ア䝑プされたのが、ᖹ成 27（2015）ᖺの「チームとしての学校」でした。これは働き方改革もకって⟶⌮

職の㈇担を㍍ῶするという意もあって、一ᒙ䝭䝗ルリー䝎ーのά㌍というものがᮃまれたわけです。

そういう୰で赤星さんは学校の䜻ーパー䝋ンとして職ሙのάᛶ化、ྠ教員のᣦᑟ⫱成も図りながら

学校を変えようとດ力なさいました。

そしてከᵝᛶ、䝎イバーシティーの時௦。非常にㄢ㢟解決は難しく、組織全体で取り組䜐ことがồ

められる時௦です。そういう時に未来を語り合う研修によってከᵝな意見をᘬき出し、語り合って言ⴥ

が㏻じる௰㛫にした。そして、アクションを起こすためのඹ㏻言語を 3 つ見付けました。研修のᅾり方

にຍえ、チーム担任制と⥲合の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨの 3 つです。そのᙺを果たしたという意でも赤星

౪࿊၀Ꭺ
อࣰ་ॺӨੱධ་ॺࢇӨၟ႞ੱ೨ӨಲኃऌੱࡿӠ൚ӨᎬ༉
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さんのᙺは大きかったかと思います。ඹ㏻言語をᘬき出すための研修の組みに、私は㨩力を感

じました。

「௧の᪥本ᆺ学校教⫱を担う᪂たな教ᖌの学䜃のጼ」でも、ファシリテーション⬟力が᪂たな教

員の⬟力としてうたわれました。ファシリテーションᆺリー䝎ーは、「㯮Ꮚになってチームの୰でネ䝑トワ

ークをᙇりᕠらしながら、チームを変えていく」ᙺを果たすわけです。赤星さんには研✲の䝡ジョン

がはっきりありましたので、今回は㯮Ꮚにᚭするというわけではなかったですけれども、人と人とをつな

䛞ながら組織全体をάᛶ化し、ファシリテーションᆺリー䝎ーとして組織を動かしていったと思います。

赤星さん自㌟がファシリテーションの力を☻きながら䝭䝗ルリー䝎ーとして力をえていった。その㐣⛬

が見られたので、私はとてもうれしく思っておりました。

「௧の᪥本ᆺ学校教⫱のᵓ⠏を目ᣦして」をまとめた図ᘧの୰で、成果は一⯡的な学校現ሙに

はあまり㡪かない内ᐜのように思われますが、ㄢ㢟はどの学校もこれあるなということが᭩かれており

ました。このㄢ㢟について赤星さんは、ㄢ㢟をクロー䝈ア䝑プするよりもリ䝌ーム図としてᮌの᰿っこの

ᆅ下のところに、「学校にはこんな機⬟もある。こんな㈈⏘もある。こんな㈨※もある」ということをポジテ

ィブに捉えて、先生方にお示ししたわけです。そして、これを関㐃付けながらみんなで学校を変えて

いこうという取組みをしたのです。持続ྍ⬟な学校䛵くりについてᚲせなせ⣲を見える化したリ䝌ーム

図というものは、非常に面白い取組みだと思いました。これはどの学校でも一回作ってみるといいので

はないかと思いました。

そして、赤星さんはシステム思考を取り入れる㐣⛬を、ịᒣ䝰䝕ルで⾲しておりましたが、私は᪥本

ファシリテーション協にᒓしておりまして、ファシリテーション協で、ロジ䜹ルシン䜻ン䜾、システム

シン䜻ン䜾をᅉ果ᚊで⾲すことを学䜃ました。えば生徒ᣦᑟ。⤖果として生徒のᭀ力があり非行が

ቑえている。こういった時にཎᅉを᥈って、もっとཝしくしなきゃ、校๎もཝしくしなきゃ、変えなきゃと

いうことに≀やᢏ⾡の変᭦に㝗りがちになりますが、システム思考というのは人や組織全体にアプロー

チする。この関係分ᯒをするわけです。

生徒を変えるには、やっ䜁りᤵᴗで⥲合的な学⩦の୰で、「自ᚊを図ろう。自的に取り組ませよう。

䜻䝱リア教⫱のど点を入れよう。先生方にはチーム担任制を取り入れて生徒⌮解を一ᒙ῝めよう」と、

それらを関㐃付けて取り組䜐のが「ᅉ果ループ図」です。この方が、一ᒙຠ果がある。良いᚠ⎔をつく

ると言われます。⥲合的な学⩦の時㛫では、ಖㆤ者やᆅᇦも巻き込んで、㈨※として生かすと一ᒙ良

いᚠ⎔ができていく。ᨭえがቑえると考えます。

3 点目です。変わらない学校に᪂たなᯟ組み、౯್ほを取り入れたということです。これについては

学校⤒Ⴀの PDCA 䝃イクルがありますが、もうこれは㝈⏺が生じていると思います。ᖺ୰行事のように

学校ホ౯をする୰、㒊分は変えることはできても学校全体を画期的に変えるというようなことにはなか

なか⮳りません。๓ᖺᗘ踏くに㝗っている学校がከいと思います。そういう୰で赤星さんは䝎ブルル

ープ学⩦を組織に取り入れました。

これは䝢ー䝍ー・䝉ン䝀の┬ᐹのシン䜾ルループと䝎ブルループですので、学校⤒Ⴀの図ᘧとはち

ょっと㞳れるかもしれませんが、自分たちの従来からの౯್ほ、ᯟ組みにとらわれて、PDCA をただ回

して㒊分を変えただけでは変わらない。チーム担任制とか⥲合の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨをみんなでやろうと

いう᪂たなᯟ組みを入れて考え直して、実際にやってみてᯟ組みのᵓ成をしていく。

赤星さんおっしゃったように↓⌮なく今までやったものも大事にしながら、そこに改善のせ⣲を入れ

ていった。今大事にしているものと᪂しいᯟ組みを入れたということが、まさに 2 つの䝎ブルループに

なっています。この点でも౯್を見出すことができました。

一
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さんのᙺは大きかったかと思います。ඹ㏻言語をᘬき出すための研修の組みに、私は㨩力を感

じました。

「௧の᪥本ᆺ学校教⫱を担う᪂たな教ᖌの学䜃のጼ」でも、ファシリテーション⬟力が᪂たな教

員の⬟力としてうたわれました。ファシリテーションᆺリー䝎ーは、「㯮Ꮚになってチームの୰でネ䝑トワ

ークをᙇりᕠらしながら、チームを変えていく」ᙺを果たすわけです。赤星さんには研✲の䝡ジョン

がはっきりありましたので、今回は㯮Ꮚにᚭするというわけではなかったですけれども、人と人とをつな

䛞ながら組織全体をάᛶ化し、ファシリテーションᆺリー䝎ーとして組織を動かしていったと思います。

赤星さん自㌟がファシリテーションの力を☻きながら䝭䝗ルリー䝎ーとして力をえていった。その㐣⛬

が見られたので、私はとてもうれしく思っておりました。

「௧の᪥本ᆺ学校教⫱のᵓ⠏を目ᣦして」をまとめた図ᘧの୰で、成果は一⯡的な学校現ሙに

はあまり㡪かない内ᐜのように思われますが、ㄢ㢟はどの学校もこれあるなということが᭩かれており

ました。このㄢ㢟について赤星さんは、ㄢ㢟をクロー䝈ア䝑プするよりもリ䝌ーム図としてᮌの᰿っこの

ᆅ下のところに、「学校にはこんな機⬟もある。こんな㈈⏘もある。こんな㈨※もある」ということをポジテ

ィブに捉えて、先生方にお示ししたわけです。そして、これを関㐃付けながらみんなで学校を変えて

いこうという取組みをしたのです。持続ྍ⬟な学校䛵くりについてᚲせなせ⣲を見える化したリ䝌ーム

図というものは、非常に面白い取組みだと思いました。これはどの学校でも一回作ってみるといいので

はないかと思いました。

そして、赤星さんはシステム思考を取り入れる㐣⛬を、ịᒣ䝰䝕ルで⾲しておりましたが、私は᪥本

ファシリテーション協にᒓしておりまして、ファシリテーション協で、ロジ䜹ルシン䜻ン䜾、システム

シン䜻ン䜾をᅉ果ᚊで⾲すことを学䜃ました。えば生徒ᣦᑟ。⤖果として生徒のᭀ力があり非行が

ቑえている。こういった時にཎᅉを᥈って、もっとཝしくしなきゃ、校๎もཝしくしなきゃ、変えなきゃと

いうことに≀やᢏ⾡の変᭦に㝗りがちになりますが、システム思考というのは人や組織全体にアプロー

チする。この関係分ᯒをするわけです。

生徒を変えるには、やっ䜁りᤵᴗで⥲合的な学⩦の୰で、「自ᚊを図ろう。自的に取り組ませよう。

䜻䝱リア教⫱のど点を入れよう。先生方にはチーム担任制を取り入れて生徒⌮解を一ᒙ῝めよう」と、

それらを関㐃付けて取り組䜐のが「ᅉ果ループ図」です。この方が、一ᒙຠ果がある。良いᚠ⎔をつく

ると言われます。⥲合的な学⩦の時㛫では、ಖㆤ者やᆅᇦも巻き込んで、㈨※として生かすと一ᒙ良

いᚠ⎔ができていく。ᨭえがቑえると考えます。

3 点目です。変わらない学校に᪂たなᯟ組み、౯್ほを取り入れたということです。これについては

学校⤒Ⴀの PDCA 䝃イクルがありますが、もうこれは㝈⏺が生じていると思います。ᖺ୰行事のように

学校ホ౯をする୰、㒊分は変えることはできても学校全体を画期的に変えるというようなことにはなか

なか⮳りません。๓ᖺᗘ踏くに㝗っている学校がከいと思います。そういう୰で赤星さんは䝎ブルル

ープ学⩦を組織に取り入れました。

これは䝢ー䝍ー・䝉ン䝀の┬ᐹのシン䜾ルループと䝎ブルループですので、学校⤒Ⴀの図ᘧとはち

ょっと㞳れるかもしれませんが、自分たちの従来からの౯್ほ、ᯟ組みにとらわれて、PDCA をただ回

して㒊分を変えただけでは変わらない。チーム担任制とか⥲合の䜹リ䜻䝳䝷ム㛤Ⓨをみんなでやろうと

いう᪂たなᯟ組みを入れて考え直して、実際にやってみてᯟ組みのᵓ成をしていく。

赤星さんおっしゃったように↓⌮なく今までやったものも大事にしながら、そこに改善のせ⣲を入れ

ていった。今大事にしているものと᪂しいᯟ組みを入れたということが、まさに 2 つの䝎ブルループに

なっています。この点でも౯್を見出すことができました。

この赤星さんのプロジェクトに校内の全職員が参画してくれたということ。これはもうプロジェクトメン

バーに教職員を巻き込み、当事者意識を持てるようにしたわけです。未来を語り合う研修によって自

分の意見が反映され、自分たちが考え出した 2 つの取組みとなった。この自分事化ができたというの

は非常に大きいと思います。やらされ感はなく、取組みにパワーが生まれて責任を持ってやってくだ

さる状況ができたのです。

4 点目です。つまずきもありました。最初からうまくいかないこともチーム担任制ではありました。この

難しいこと、うまくいかない時にしっかりと対話をして待っていました。赤星さんが言った案に沿って、

みんながじゃあこれでやってみようって従順に従ってくれる。それは楽ではありますけれども、何も生

み出せないと思います。やはりチームにとってコンフリクト・対立・不一致・葛藤・衝突といったものもス

パイスになって大事なんです。それはやはりチームの一員が一人一人考えているということです。これ

は組織の改善にとっていいスパイスになっています。

ファシリテーションではコンフリクト解消のアプローチを 5 つ提案していますが、下から上に行くにつ

れて、いい改善のアプローチになっています。今回、協働とまではいかなかったかもしれませんが、生

徒たちのために「さあやろうか。これだったら自分たちにもできるよね」っていう折り合う点を見付けて

「ポジティブな妥協」をしました。このポジティブな妥協というのは決して悪いことではありません。これ

はコンフリクト解消のアプローチを図示したものですが、妥協というのも交換の範疇（はんちゅう）に入

り、ウィンウィンの関係を生み出します。協働はもっといいですね。創造的なアプローチですから。校

長先生が最初から尻込みしていたので校長がそう言うんだったらやめようかと回避していたのでは、

No-dealになって何も変わらない。生み出すことはできなかったわけです。そこをしっかりと待って教職

員が自分からやろうという気持ちになるまで働き掛けたこと、非常に良かったのではないでしょうか。

นಲַ֭ 3 ֣֭ಱኴ

最後に 3 つ質問をさせていただきます。

1 点目です。今回は組織全体としては改善の糸口が見付かって動いていたと思います。組織として

実際に学ぶ組織にするには、一人一人に働き掛けること。一人一人が well-being や自分の目標を達

成したという成果の自己実現が大事です。一人一人が力を付けることが大事なんですが、そこら辺が

ちょっと読み取れなかったのでどんな働き掛け、対話をしてきたか教えていただきたいと思います。

2 点目ですが、学校改善を複雑系アプローチで捉え直して 3 つのアプローチを選んだわけですけ

れども、複雑系アプローチの良さっていうのは 3 つあれば、それを有機的に絡めながら相互作用を起

こしながら変えていくのが面白いんじゃないかと私は思うんです。しかし、実際にはできるところから一

つずつ進めていました。この長期的に行うことで複雑系アプローチの良さが見えにくくなっていないか。

それについて質問したいと思います。

3 つ目ですが、働き方改革を踏まえながら、今後本実践への継続のエネルギーがこの学校にあるか

どうか。これをお聞きしたいと思います。以上です。

ଣ୪হ

赤星 1 つ目の㉁問にᑐしてですが、教員一ே一ேにどんなാきけやどんなᑐ話をしてきた

かについてです。年 8 ᭶に取った意㆑調ᰝになりますが、3 ᭶にもう一度ྠじ調ᰝを

全教員に取ろうと思っています。というのも 8 ᭶に取って 12 ᭶に取るのでは 3㹼4 ࢝

᭶しかたっていない。といっても今ᅇも༙年ぐらいしかたっていないのですが、ま༙ࡎ

赤屋
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年間でどれぐらい先生方の‶㊊度や意㆑が変ᐜしているかを᳨ドしたいと思っていま

す。今ᅇの課題研究のᥦฟ期㝈には間に合わなかったので、今年度中にもう一度、㉁問

⣬調ᰝを全教員にとって᳨ドしたいと考えています。

ಶูには本ᙜに多くの教員とᑐ話をしました。例えば地域との㛵ಀについてはもう教

㢌とᖖに┦ㄯをし、私は「いいだ学」のࢥーデࢿーࢱーというᙺをᣏしていました

ので、ẖ᭶のように教㢌と一緒に㐃合自会のうに行き、地域とのࢵࢭションをやっ

ていきました。また教育課⛬についても、教務௵と⧞り㏉し話をして、≉にఇ校期間、

᩿Ỉによるఇ校が 1 㐌間あったのでそこで学校行事、体育⚍とか合ၐ⚍とかについて、

全て日⛬を組み┤したのです。なので、それもྵめて教育課⛬と「いいだ学」の㛵ಀは

教務௵とᖖにᑐ話をしてきました。

総合㛵ಀは、ྛ学年の௵さん、副௵さんと話をしてきましたし、チームᢸ௵ไに

ついては、1 年の学年㒊会にも何度もཧຍさせてもらいました。中には、やはりどうし

てもやらされ感ですとかᢠ感というのがあるような先生方もいましたが、とにかくそ

の時には自分がやっࡥり┦手をリスペクࢺしてᚅつというか、ྲཱྀ ᐜし共感するスࢱイル

で話を⪺いてጇ༠点を見けたというようなᙧになります。

2 つ目についてですが、長期的に行うことで複雑系アプローチのⰋさが見えにくくな

らないかという点です。私ಶேとしては、複雑系アプローチ自体は長期的に行うものに

㐺していると考えています。アクションを起こして、またそれが必ࡎしもうまくいくと

は㝈らない中で、ḟにはこうしていこうか、ああしていこうかというのを、ᑐ話を通し

てḟのアクションにつなࡆていく。そして、またḟのアクションにつなࡆていく。

そう考えていくと、もちろん༢⥺ᆺ、༢⥺系というのとは違ってきます。最ึは私、

複雑系を複⥺ᆺと考えてヂしたりしてたんですが、複⥺ᆺってゝうとやっࡥり何かそれ

ったりこないࡨれの⥺はそんなに⤡まり合ってないようなイ࣓ージがあって、それもࡒ

かなという感じがして、やはり複雑に⤡み合っているイ࣓ージが一番ᙜてはまるのが

「複雑系のアプローチ」と考えています。なので、やりながら修ṇしていく、やりなが

ら修ṇしていくということで、長期的など点をど㔝に入れながらやれるアプローチが複

雑系のアプローチではないかと考えています。⟅えになっているか分からないんですが、

私の今、複雑系のᤊえとしてはそのような感じです。

3 つ目の本実践の⥅⥆のࢿ࢚ルࢠーについてです。ṇ┤今の学校にࢿ࢚ルࢠーはある

かないかってゝわれると、やっࡥりないんじࡷないかなと感じています。総体（全体）

で見るとそうですが、やっࡥり一ே一ேの先生で見るとすごい࣡ࣃーのある先生、ࢿ࢚

ルࢠーのある先生がたくさんいます。そういった先生方を௰間にᘬき㐃れてᕳき込んで

ᑡしࡎつᗈࡆていく。あとは学校の࢟ーࣃーࢯン、ミドルリーダーなどの࢟ーࣃーࢯン

をしっかりとᢲさえて༠力していただきながら、ᑡしࡎつ௰間をቑやしていくことが、

自分にできることかなと思っています。

それとはまたูで子どものጼ（の変ᐜ）もㄝᚓ力のあるものになると思うので、総合

学習だとかチームᢸ௵ไで、子どもたちがᴦしんでいるጼ、わくわくしているጼ、「で

きた」とか「分かった」というጼ、変ᐜのጼが、先生方のࢿ࢚ルࢠーになってくるので

はないかと思うので、子どもたちのጼも学校の⥅⥆のࢿ࢚ルࢠーにはすごく必要になっ

てくると思います。

一
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年間でどれぐらい先生方の‶㊊度や意㆑が変ᐜしているかを᳨ドしたいと思っていま

す。今ᅇの課題研究のᥦฟ期㝈には間に合わなかったので、今年度中にもう一度、㉁問

⣬調ᰝを全教員にとって᳨ドしたいと考えています。

ಶูには本ᙜに多くの教員とᑐ話をしました。例えば地域との㛵ಀについてはもう教

㢌とᖖに┦ㄯをし、私は「いいだ学」のࢥーデࢿーࢱーというᙺをᣏしていました

ので、ẖ᭶のように教㢌と一緒に㐃合自会のうに行き、地域とのࢵࢭションをやっ

ていきました。また教育課⛬についても、教務௵と⧞り㏉し話をして、≉にఇ校期間、

᩿Ỉによるఇ校が 1 㐌間あったのでそこで学校行事、体育⚍とか合ၐ⚍とかについて、

全て日⛬を組み┤したのです。なので、それもྵめて教育課⛬と「いいだ学」の㛵ಀは

教務௵とᖖにᑐ話をしてきました。

総合㛵ಀは、ྛ学年の௵さん、副௵さんと話をしてきましたし、チームᢸ௵ไに

ついては、1 年の学年㒊会にも何度もཧຍさせてもらいました。中には、やはりどうし

てもやらされ感ですとかᢠ感というのがあるような先生方もいましたが、とにかくそ

の時には自分がやっࡥり┦手をリスペクࢺしてᚅつというか、ྲཱྀ ᐜし共感するスࢱイル

で話を⪺いてጇ༠点を見けたというようなᙧになります。

2 つ目についてですが、長期的に行うことで複雑系アプローチのⰋさが見えにくくな

らないかという点です。私ಶேとしては、複雑系アプローチ自体は長期的に行うものに

㐺していると考えています。アクションを起こして、またそれが必ࡎしもうまくいくと

は㝈らない中で、ḟにはこうしていこうか、ああしていこうかというのを、ᑐ話を通し

てḟのアクションにつなࡆていく。そして、またḟのアクションにつなࡆていく。

そう考えていくと、もちろん༢⥺ᆺ、༢⥺系というのとは違ってきます。最ึは私、

複雑系を複⥺ᆺと考えてヂしたりしてたんですが、複⥺ᆺってゝうとやっࡥり何かそれ

ったりこないࡨれの⥺はそんなに⤡まり合ってないようなイ࣓ージがあって、それもࡒ

かなという感じがして、やはり複雑に⤡み合っているイ࣓ージが一番ᙜてはまるのが

「複雑系のアプローチ」と考えています。なので、やりながら修ṇしていく、やりなが

ら修ṇしていくということで、長期的など点をど㔝に入れながらやれるアプローチが複

雑系のアプローチではないかと考えています。⟅えになっているか分からないんですが、

私の今、複雑系のᤊえとしてはそのような感じです。

3 つ目の本実践の⥅⥆のࢿ࢚ルࢠーについてです。ṇ┤今の学校にࢿ࢚ルࢠーはある

かないかってゝわれると、やっࡥりないんじࡷないかなと感じています。総体（全体）

で見るとそうですが、やっࡥり一ே一ேの先生で見るとすごい࣡ࣃーのある先生、ࢿ࢚

ルࢠーのある先生がたくさんいます。そういった先生方を௰間にᘬき㐃れてᕳき込んで

ᑡしࡎつᗈࡆていく。あとは学校の࢟ーࣃーࢯン、ミドルリーダーなどの࢟ーࣃーࢯン

をしっかりとᢲさえて༠力していただきながら、ᑡしࡎつ௰間をቑやしていくことが、

自分にできることかなと思っています。

それとはまたูで子どものጼ（の変ᐜ）もㄝᚓ力のあるものになると思うので、総合

学習だとかチームᢸ௵ไで、子どもたちがᴦしんでいるጼ、わくわくしているጼ、「で

きた」とか「分かった」というጼ、変ᐜのጼが、先生方のࢿ࢚ルࢠーになってくるので

はないかと思うので、子どもたちのጼも学校の⥅⥆のࢿ࢚ルࢠーにはすごく必要になっ

てくると思います。

あとは地域や学༊の小学校。私、中学校なので、そういった学校間の㐃ᦠも㠀ᖖに大

事だと思います。本校は「いいだ学」は、とにかく地域の中で㜵⅏カ⦎で発⾲すること

で、地域もᕳき込んでいるので地域との㐃ᦠもあるため、よしやっていこうとなります

し、来年度小学生にも発⾲しようという方向性になっています。小学校もᕳき込みなが

ら、こういった⥅⥆のࢿ࢚ルࢠーを↓理のないところで⥅⥆させていきたいと考えてい

ます。

やっࡥり一番は、松本教育長もおっしࡷりましたように、᪤Ꮡの学校文化をどれだけ

ቯしていけるかになると思います。これにはもう♫会ໃの後ᢲしだとか⟶理職の力を

りながらᑐ話を大事にしていきながら本実践の⥅⥆をしていきたいです。以上です。

小岱 私のうは理ゎできましたので、みなさまのお考えを⪺かせてୗさい。

大㝰 チࣕࢺࢵに⚄ዉᕝ┴ᗇの中ᕝさまからご㉁問が来ていますのでㄞみ上ࡆます。1 つ目が

総合的な学習の時間だけではなく教科ᶓ᩿で取り組んでいない理⏤は何でしょうか。2
つ目の㉁問は、「⅏ᐖが実際に発生してఇ校になった以上、それを㋃まえてᣢ⥆ྍ⬟な

学校のᅾり方がデザインされる必要がありますが、生ᚐがಶே的にࣛ࣎ンテア活動し

た以እの行動変ᐜはあったのでしょうか」です。

赤星 2 点目のうがすぐに⟅えられるので共᭷をします。ࢥーデࢿーࢱーとしてこのよう

な「いいだ学だより」を校内の教職員向けに発行をしましたが、第 12 ྕで全校ではな

かったんですけど、2 年生にྎ㢼 15 ྕによる⿕⅏をཷけたアンケーࢺを取りました。

その中で先どの新⪺グ事は 3 年生でしたが、「実際に何か⅏ᐖࣛ࣎ンテアじࡷな

くてもお手ఏいやㄡかのためにാいたことをしましたか」を見ると、「はい」86 ே、64㸣
の生ᚐが⿕⅏をཷけても動きฟせていたことが分かります。その内ᐜとしては「Ỉを㐠

んだ、取りに行った」、「⅏ᐖごみのごみฟし」などになります。また「いいだ学」で学

んだことが生かされたと思ったかというところで、「ಖᏑ㣗のこと」「共ຓの大ษさ」「Ỉ

をわない工夫」「ࣛࢵプや⣬─をうこと」など、まだ始めて 3 、᭶ぐらいでしたが࢝

やらないでいたら多分こういったᅇ⟅はなかったと思うので、この 3 ᭶の中でも生࢝

ᚐたちはちょっとした行動の変ᐜはあったのかなと考えています。1 つ目の㉁問はヲし

く⪺かせてください。

中ᕝ ᙜึは ESD で始めようとされたということでしたので、総合を᰾にされるのはⰋいと

思うんですけど、総合だけで全㒊‶たされるわけはなく、理科なら理科、♫会なら♫会

でそれࡒれᢸうきものがあり、それを「ᶓ୵่し」にしてࢺーࢱルとしての学ࡧのデ

ザインというᙧにはされなかったのかというのが一つ。それから、2 の先どの㉁問に

なるんですけども、実際に⅏ᐖに㐼われたということで、（中␎）、教職員も生ᚐもそれ

をཷけて、㊊らなかったのは何かという方向に行かないとまたḟ起こったら、ḟもྠじ

こと⧞り㏉すという話になるので、そういった点での学ࡧのデザインはありましたかと

いうことをおఛいしたいのです。

赤星 確かにᙜึ、私は ESD をやりたくて教職大学院のうに入学させていただいたんです

が、ここにあるように、ᣢ⥆ྍ⬟な♫会のり手を育てる総合的な学習の時間の࢝リ࢟

ࣗࣛム開発は確かにあります。ᙜึこれはṇ┤ちょっと自分がḧᙇったというのがあっ

て、自分の思いだけで本校で✺っ㉮っていくのではなく、本校の教職員や校長の思いを

しっかりと大事にしながら、本校に何が一番㐺した学校改ၿの࢝リࣛࣗ࢟ムになるかと

小岱

大隈

赤星

中川

赤星
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いうのを考えるために研修会を行わせていただきました。その中で「総合」が今のとこ

ろ系⤫的ではないため、まࡎは系⤫的にやるきではないか。そして、地域との㐃ᦠも

そこの中にྵめたらどうかというような意見がありました。

また校長からも小中一㈏教育が㟼ᒸ市で始まりまして、そのᰕとして総合を㐍めたい

という思いがありまして、そのような思いを全て㚷みて総合的な学習の時間の࢝リࣗ࢟

ࣛムを開発しようとなりました。そこに自分の思いを入れて「ᣢ⥆ྍ⬟な♫会のり手

を育てる」を入れましたが、課題にもあるとおり、もう一番の取組みの課題はここです。

「地⌫つᶍでᤊえて㊊ඖから動きฟせる」「ESD」とか「シンク・ࢢローࣂリー、アク

リー」といった生ᚐの育成にまでは⮳らなかったというのが、生ᚐの省や࢝ロー・ࢺ

教員のり㏉りから明らかになっております。自分の中でもᙅかったところだなと思っ

ております。（中␎）

アンケーࢺでは、「もっと学んでおけばよかったと思ったこと、生かされなかったこ

とは何ですか」も⪺いています。最終的なところは学年㒊の教員に委ねたところがあっ

たので、2 年㒊の先生方がこの時点で 10 ᭶入るところだったので、᥈究のサイクルに

入っておりまして、その中で新たにㅮᗙをタけるよりは、自分たちがこのように㊊りな

かったなとか、もっと学んでおけばよかったなと思ったことを課題のうにタ定をし┤

して課題をタ定し、その課題にᑐして報㞟だとか整理分ᯒ、まとめ⾲現のサイク

ル、᥈究サイクルをᅇしていったᙧになります。どこまでしっかりとできたかとゝわれ

るとちょっと何ともゝいがたいのですが、この⅏ᐖをཷけてもう一度デザインし┤すと

いうことはやらせていただきました。以上です。

大㝰 中ᕝさま、よろしいでしょうか。

中ᕝ これで大夫です。

大㝰 ご㉁問➼、ご意見、ご感でもよろしいですのでいかがでしょうか。ᣲ手していただい

てもチࣕࢺࢵに書き込んでいただいても大夫です。

小岱 大㝮さん、⚟␊先生から手がᣲがっています。

大㝰 ⚟␊さま、お㢪いいたします。

⚟␊ スࣛイド 27 になりますが、「ダイࣂーシテー・ࢿ࣐ジ࣓ンࢺの必要性」のお話があり

ましたが、「チームとしての学校」の⫢にもつながると思っています。つまり、今ᅇの

お話だと、≉に先生の中でも多様な考え方とか立場とかスࢱンスがあるとのことですが、

今の「チームとしての学校」はもっと違う意合いもあります。SC（スクール࢝ウンࢭ

ࣛー）が入ってくる、SSW(スクールࢯーシࣕル࣡ー࢝ー)が入ってくるなど、全く立場

が違うேたちが入ってくるのもྵめての「ダイࣂーシテー・ࢿ࣐ジ࣓ンࢺ」だと思い

ます。ものすごく理的で必要だと思うのですが、㠀ᖖに㞴しいと思うのですが、赤星

先生の中で、例えば一番その中でもẼをけたうがいいところとか、実際に取り組ん

でみてそう感じられたところ、またはこういうところは⟶理職じࡷないと㞴しいと思わ

れたところとか、立場・ᙺによってやらなければいけないことが違うなと感じたとこ

ろとか、あれば教えてୗさい。

赤星 本ᙜにこれはもう一番自分もᝎんだのはே間㛵ಀというか、いろんな考えをᣢってる方

が本ᙜに多いので、だからこそ大事だなと考えています。自分が␃意したとゝえば、と

にかく⪺くというጼໃをしっかりとᣢとうと思いました。自分はこうしたいっていう思

大隈

中川

大隈

小岱

大隈

福畠
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いうのを考えるために研修会を行わせていただきました。その中で「総合」が今のとこ

ろ系⤫的ではないため、まࡎは系⤫的にやるきではないか。そして、地域との㐃ᦠも

そこの中にྵめたらどうかというような意見がありました。

また校長からも小中一㈏教育が㟼ᒸ市で始まりまして、そのᰕとして総合を㐍めたい

という思いがありまして、そのような思いを全て㚷みて総合的な学習の時間の࢝リࣗ࢟

ࣛムを開発しようとなりました。そこに自分の思いを入れて「ᣢ⥆ྍ⬟な♫会のり手

を育てる」を入れましたが、課題にもあるとおり、もう一番の取組みの課題はここです。

「地⌫つᶍでᤊえて㊊ඖから動きฟせる」「ESD」とか「シンク・ࢢローࣂリー、アク

リー」といった生ᚐの育成にまでは⮳らなかったというのが、生ᚐの省や࢝ロー・ࢺ

教員のり㏉りから明らかになっております。自分の中でもᙅかったところだなと思っ

ております。（中␎）

アンケーࢺでは、「もっと学んでおけばよかったと思ったこと、生かされなかったこ

とは何ですか」も⪺いています。最終的なところは学年㒊の教員に委ねたところがあっ

たので、2 年㒊の先生方がこの時点で 10 ᭶入るところだったので、᥈究のサイクルに

入っておりまして、その中で新たにㅮᗙをタけるよりは、自分たちがこのように㊊りな

かったなとか、もっと学んでおけばよかったなと思ったことを課題のうにタ定をし┤

して課題をタ定し、その課題にᑐして報㞟だとか整理分ᯒ、まとめ⾲現のサイク

ル、᥈究サイクルをᅇしていったᙧになります。どこまでしっかりとできたかとゝわれ

るとちょっと何ともゝいがたいのですが、この⅏ᐖをཷけてもう一度デザインし┤すと

いうことはやらせていただきました。以上です。

大㝰 中ᕝさま、よろしいでしょうか。

中ᕝ これで大夫です。

大㝰 ご㉁問➼、ご意見、ご感でもよろしいですのでいかがでしょうか。ᣲ手していただい

てもチࣕࢺࢵに書き込んでいただいても大夫です。

小岱 大㝮さん、⚟␊先生から手がᣲがっています。

大㝰 ⚟␊さま、お㢪いいたします。

⚟␊ スࣛイド 27 になりますが、「ダイࣂーシテー・ࢿ࣐ジ࣓ンࢺの必要性」のお話があり

ましたが、「チームとしての学校」の⫢にもつながると思っています。つまり、今ᅇの

お話だと、≉に先生の中でも多様な考え方とか立場とかスࢱンスがあるとのことですが、

今の「チームとしての学校」はもっと違う意合いもあります。SC（スクール࢝ウンࢭ

ࣛー）が入ってくる、SSW(スクールࢯーシࣕル࣡ー࢝ー)が入ってくるなど、全く立場

が違うேたちが入ってくるのもྵめての「ダイࣂーシテー・ࢿ࣐ジ࣓ンࢺ」だと思い

ます。ものすごく理的で必要だと思うのですが、㠀ᖖに㞴しいと思うのですが、赤星

先生の中で、例えば一番その中でもẼをけたうがいいところとか、実際に取り組ん

でみてそう感じられたところ、またはこういうところは⟶理職じࡷないと㞴しいと思わ

れたところとか、立場・ᙺによってやらなければいけないことが違うなと感じたとこ

ろとか、あれば教えてୗさい。

赤星 本ᙜにこれはもう一番自分もᝎんだのはே間㛵ಀというか、いろんな考えをᣢってる方

が本ᙜに多いので、だからこそ大事だなと考えています。自分が␃意したとゝえば、と

にかく⪺くというጼໃをしっかりとᣢとうと思いました。自分はこうしたいっていう思

いはあるんですけど、でもそれをするためには多くの方の༠力が必要になってくるので、

やはりそうするためには⣡ᚓしていただかないと動いていただけない。じࡷあの先生

方はどんな考えᣢっているのかをしっかりとまࡎは⪺こうと。しっかりとリスペクࢺし

ようと考えてやりました。

その中でも≉に㞴しさを感じたのは、手⥆き的なところなんですけど、本来ならば校

長や教㢌、学年௵の先生に⪺けば᪩いというかࢵࢺプダウンに㏆いᙧはあるんですけ

ど、やっࡥり自分が今すごい大変だったのは、௵⏝の先生のᢅいだったんです。その

先生は本ᙜに力のある先生で、㏥職をされて௵⏝として௵クࣛスでやってきた方が

副௵という立場で、自分を通さなかったとか、総合ᢸᙜではあるんですが、のこと

もやらなければいけないなどがありました。生ᚐ指導㠃だとか授業࡙くりだとか全てに

⢭通しているので、話をṇ㠃から⪺いてくれない時もありました。でも、㣕ࡧ㉺えると

ご立⭡になられるので、手⥆きのところはここは㋃まなきࡷいけないなとかって᰿ᅇし

というか、そういったところも大事にしていきながらいきました。

なので、その方の立場だとか、立場だけじࡷなくて、これまでの⤒Ṕというか教員Ṕ

とかそういったところまでしっかりと考えながら、お話・ᑐ話をしていかなければいけ

ない。これから先もしっかりとそこには␃意していきたいと感じたところです。

⚟␊ ༠ാというところにすぐつながればいいけれども、なかなか㞴しいって指定討論の中で

のお話でもあったかと思いますが、そこまでには多分おいのಙ㢗感というか、຺ 所と

いうか、どういうところから入れば一番通じるんだろう、ྠ じ日本ㄒでも話し方を変え

るとかゝⴥ㐵いを変えるっていうところもあるかなと思うので、まࡎಙ㢗つくってから

ึめて༠ാに行けるのだと思いました。ありがとうございます。

大㝰 発⾲の中でチームᢸ௵ไがฟていますけども、チームᢸ௵ไを⤒㦂された方がいらっし

。いましたら、そのご様子なんかお話しいただいてもよろしいかと思いますࡷ

松本 先ど赤星先生の発⾲の中で᭶᭙日と㔠᭙日はᢸ௵にしたらいいというような話が学

年௵から来たという話でした。Ⰻかったね、そんなような（調整を行ったことは）。

全㒊赤星さんのゝうように、向こうがいろんなᢡり合いの╔地点をฟしてくれる時に、

「ありがとう。ನそこまでなかった」とゝいながら、そのேたちにやってⰋかったとか

考えてⰋかったと思えるような（ᙧにする）。あと、できれば校長先生や教㢌先生が学

校をᘔられて「今日も学年௵、おまえᢸ௵以上やのう」とか、うまいこと学校をᘔっ

て〔められたりしながら、みんなでやることの౯್をᗈめれたらいいのかなと。

それから、さっき᰿ᅇしの話もあったけど、そんなもんே間やもん。全㒊できるもの

なら赤星さん今㡭校長になっとるわ。だから、ごめん、ごめんってゝいながら、やっࡥ

り分かってもらう。ちょっとでもみんなで考えてやることがいいところ向かう。そん

なことを、時間かけて（やる）。南砺市もྠじです。

赤星 何度もすいませんとࡎっとゝい⥆けたと思います。これも（チーム学⣭ᢸ௵ไ）、今年

㏥職される先生が一番᎘がったんですね。なので、この年を㉺すところまで行ってしま

ったのですが、௵、副௵。≉に副௵がこれに㏆いことを๓௵校でやっていて、こ

のやり方がいいんじࡷないかっていうことで᭶と㔠は、もう学⣭ᢸ௵というところでᢡ

り合う╔地点を見けたので、今年定年㏥職される方も「じࡷあやるよ、やってみよう

か」となって、「やってみたらやっࡥりⰋかった」という感をいただけています。本
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ᙜにᑐ話を⧞り㏉していろんなேから意見もらえたことはありがたいなと思います。

松本 本ᙜやね。子どもにも「௰Ⰻくしなさい」とゝっているのだから、先生らがㄆめ合って

やらないなら、子どもがそんな子どもに育つはࡎない。本ᙜに㡹ᙇってください。

赤星 ありがとうございます。

小岱 大㝮さん、最後に松本教育長さんがご発ゝくださったところで一点、ࣘ スクールࢥスࢿ

ຍ┕の࣓リࢺࢵって松本教育長さんに㉁問あったじࡷないですか。それ今お⟅えいただ

いたらどうですか。

大㝮 チࣕࢺࢵのうに第 2 㒊の㉁問のうᣲがっています。そちらについてごᅇ⟅をお㢪

いいたします。

松本 が ESD っと大学（教員）の時から務めましたが、学校教ࡎーとかもࢱーࢿーデࢥ

育目ᶆは、大体学校の体性とか子どもの体性とか♫会性というか、一ேのே間とし

て見る見方もฟていますね。ところが、ESD ということになると、そこにもう一つ「多

様性をㄆめる」ことがᣲがってくると思う。だから、ಶேとしての体性だけじࡷなく

て「違っていてもいいから、それを௰Ⰻくㄆめ合えるようなそんなே間をつくろう」と

いうところまで、ࣘ スクールになるということは、校長を中ᚰにみんなが共通理ࢥスࢿ

ゎする。全員とにかく点ᩘをあࡆればいいではなく、みんなそれࡒれできることもでき

ないこともあるけど、ㄆめ合える♫会にしていくという、そんな子どもをつくる先生ྠ

ኈもおいにそういう先生にならないといけない。そこがࣘࢿスࢥスクールになる時の

༢なる学校教育目ᶆとの違いではないかと思っています。

大㝰 まだまだお話ししたいのですが、これで第Ϫ㒊の発⾲について終します。

おわりに   プロジェクトリーダー 梅澤 収

シンポジウムの第 1 日目でしたが、ごⱞປさまでした。第ϩ㒊は、南砺市の教育改革の 3 年

間のご報告と、このモデル開発事業の㛵わりについて࣓ࢥンࢺ・感をいただきました。

プロジ࢙クࢺ⏬のそもそもは、南砺市の教育改革が最ึはᕝ᰿本⏫の教育改革とྠじ義務

教育学校のタ⨨で考えていることでὀ目し、それから、チーム学⣭ᢸ௵ไやኟఇみを 20 日間

にするというお話をఛうなかで「なるど、こういうやり方があるのか」とࡧっくりしたので、

南砺市まで松本教育長をゼ問し、モデル開発事業を文科省・ࣘࢿスࢥ活動㈝⿵ຓ㔠にබເ⏦ㄳ

して一緒にやらないかと要ㄳしたことを思いฟしました。その後、「自学の時間」だとか、「㒊

活動改革」に取り組んで、今の文科省の政策よりももっとᗈいど点から見て改革に╔手してい

るのが、すごく魅力的でした。つまり、教育委員会も見方・考え方をാかせたら、このように

今の現行の枠内でもすごいことができる。つまり、「ᙜたり๓」を見┤すことで、教育委員会

も新しい取組みができる一つのᆺだと思います。

指定討論者の⚟␊さんからは、南砺市の教育改革の取組みをࣞジリ࢚ンスという観点から見

┤していただきました。プロジ࢙クࢺにはこの観点なかったですので、新㩭にお⫈きしました。

今後どう活かしていくのかを考えていきたいと思いました。

ḟに、第Ϫ㒊は、現職大学院生の赤星さんの実践研究の報告でした。現職の大学院生が、本

プロジ࢙クࢺのモデル開発の考え方を取り入れて、学校の中で学校改ၿのアクションリサーチ

をやったらどうであったかという報告でした。これは本ᙜに⣲ᬕらしいことだと思っていま
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ᙜにᑐ話を⧞り㏉していろんなேから意見もらえたことはありがたいなと思います。

松本 本ᙜやね。子どもにも「௰Ⰻくしなさい」とゝっているのだから、先生らがㄆめ合って

やらないなら、子どもがそんな子どもに育つはࡎない。本ᙜに㡹ᙇってください。

赤星 ありがとうございます。

小岱 大㝮さん、最後に松本教育長さんがご発ゝくださったところで一点、ࣘ スクールࢥスࢿ

ຍ┕の࣓リࢺࢵって松本教育長さんに㉁問あったじࡷないですか。それ今お⟅えいただ

いたらどうですか。

大㝮 チࣕࢺࢵのうに第 2 㒊の㉁問のうᣲがっています。そちらについてごᅇ⟅をお㢪

いいたします。

松本 が ESD っと大学（教員）の時から務めましたが、学校教ࡎーとかもࢱーࢿーデࢥ

育目ᶆは、大体学校の体性とか子どもの体性とか♫会性というか、一ேのே間とし

て見る見方もฟていますね。ところが、ESD ということになると、そこにもう一つ「多

様性をㄆめる」ことがᣲがってくると思う。だから、ಶேとしての体性だけじࡷなく

て「違っていてもいいから、それを௰Ⰻくㄆめ合えるようなそんなே間をつくろう」と

いうところまで、ࣘ スクールになるということは、校長を中ᚰにみんなが共通理ࢥスࢿ

ゎする。全員とにかく点ᩘをあࡆればいいではなく、みんなそれࡒれできることもでき

ないこともあるけど、ㄆめ合える♫会にしていくという、そんな子どもをつくる先生ྠ

ኈもおいにそういう先生にならないといけない。そこがࣘࢿスࢥスクールになる時の

༢なる学校教育目ᶆとの違いではないかと思っています。

大㝰 まだまだお話ししたいのですが、これで第Ϫ㒊の発⾲について終します。

おわりに   プロジェクトリーダー 梅澤 収

シンポジウムの第 1 日目でしたが、ごⱞປさまでした。第ϩ㒊は、南砺市の教育改革の 3 年

間のご報告と、このモデル開発事業の㛵わりについて࣓ࢥンࢺ・感をいただきました。

プロジ࢙クࢺ⏬のそもそもは、南砺市の教育改革が最ึはᕝ᰿本⏫の教育改革とྠじ義務

教育学校のタ⨨で考えていることでὀ目し、それから、チーム学⣭ᢸ௵ไやኟఇみを 20 日間

にするというお話をఛうなかで「なるど、こういうやり方があるのか」とࡧっくりしたので、

南砺市まで松本教育長をゼ問し、モデル開発事業を文科省・ࣘࢿスࢥ活動㈝⿵ຓ㔠にබເ⏦ㄳ

して一緒にやらないかと要ㄳしたことを思いฟしました。その後、「自学の時間」だとか、「㒊

活動改革」に取り組んで、今の文科省の政策よりももっとᗈいど点から見て改革に╔手してい

るのが、すごく魅力的でした。つまり、教育委員会も見方・考え方をാかせたら、このように

今の現行の枠内でもすごいことができる。つまり、「ᙜたり๓」を見┤すことで、教育委員会

も新しい取組みができる一つのᆺだと思います。

指定討論者の⚟␊さんからは、南砺市の教育改革の取組みをࣞジリ࢚ンスという観点から見

┤していただきました。プロジ࢙クࢺにはこの観点なかったですので、新㩭にお⫈きしました。

今後どう活かしていくのかを考えていきたいと思いました。

ḟに、第Ϫ㒊は、現職大学院生の赤星さんの実践研究の報告でした。現職の大学院生が、本

プロジ࢙クࢺのモデル開発の考え方を取り入れて、学校の中で学校改ၿのアクションリサーチ

をやったらどうであったかという報告でした。これは本ᙜに⣲ᬕらしいことだと思っていま

す。というのは、これからの教職大学院生はこういう考え方と手法でやっていくことで、今の

教育政策や学校のいろんな複雑な課題を自分たちで工夫してやっていくための「モデルケース

（事例）」であると考えています。事例というのは、総合の学習にこれを入れればいいとか、

授業実践を研究すればよいのではなく、学校や教師や子どもたち・家庭や地域で何が今問題に

なっているのかを全体的な構図を描いて、何ができるのかを考えて実践していく。現職教員の

方（かた）が院生として来る魅力は、学校だけに所属して勤務するのとは違った立場、つまり

大学院生の立場を活かして、アクションリサーチの手法による取組みと実践（行動）ができる

ことだと思うんです。教職大学院がこの観点で学修システムをデザインしたら、これからの新

しい教職大学院の方向性となると考えています。指定討論者の小岱先生には、赤星さんの副指

導教員を務めていただいた中で感じたことをお話しいただくとともに、赤星さんの実践研究報

告の意義、成果と課題についてお話しいただきました。様々な議論が活発に行われて、充実し

たものとなりました。

教育委員会の松本教育長、それから学校のミドルリーダー/現職院生の実践研究の赤星先生

に共通しているのは、「行動を起こしている」ということです。考え方がいろいろ多様にある

中で「これをやってみよう」とつくり込んでいく、その取組みによって新しい方向性もできて

くると思います。

私は、今の政策と教育委員会の施策、そして学校現場を往還して、取組み（実践）をすぐ始

める考え方（枠組み）が必要と考えています。というのは、今度の学習指導要領改訂は文科省

の文書を見ると 2027 年改訂予定です。現行学習指導要領の改訂は 2017 年でしたからこれま

でのペースでは 10 年ごとですからそうなりますよね。しかし、これまでのように完全実施が

3 年後としたら 2030 年ですよね。そうしたら、ESD for 2030（SDGs）の取組みは、もう終

わる時期に始めますとなるのです。このような学校改革の政策は、変化の激しい時代の大きな

転換期にあっては間に合わない。だから、「政策⇔教育委員会⇔学校現場が往還しながら一緒

に調整しながら取組みましょう」という枠組みが必要だと思っています。これが、内発的な実

践の枠組み、複雑系アプローチのめざしている考え方です。

南砺市の松本先生、それから赤星さんがやってくれた実践研究を見るにつけ、理論的にはこ

の方向性が一番いいのではないかと思います。また、教員養成・研修でも、実習や研修を「政

策⇔教育委員会⇔学校現場」が往還して一体的にやること、それも即時に始める必要があると

思います。UNESCO の国際的な教育の方向性が明確になってきたわけですから、それに向か

ってどう取り組んでいくかを、「モデル開発」として理論的に整理できると思っているところ

です。以上で第 1 日目シンポジウムの最終的なまとめとさせていただきます。
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闘曇朦化ふじのくにコンソーシアムブロジェクト
鰭3■シンポジウム 2(0)23。2。26

「持続可能な学校づくりのための学校改善に襲する研究
～システム思考と複維系アプロ＿チによるアクションリわーチ～」

指定討論

． 
静岡大学教職大学院小岱和代
konuta.kazuyo@shizuoka.ac.jp 

1 この実践 研究の意義 I 

①学校改善の実践研究を担う教職大学院生として、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

②ジステム思者、複雑系アプローチなとの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を図っ
た。

③変わらない学校に新たな枠組み・価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

④難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなと、心から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。
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日
第
３
部

分冊３ー

この実践 研究の意義 l 

①学校改善の実践研究を担う教職大学院生として、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

②システム思考、複雑系アプローチなどの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を圏っ
た。

3：変わらない学校に新たな枠組み価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

4難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなど、心から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。

3
 

口①②に関連して7
学校における中堅教職員（ミドルリーダー）の役割 I

●「教育者としての使命感」をベースにもち、学校に

期待される目的・目標を達成する「学校のキーパー

ソン」としての責任感。

1 学校ビジョン構築への参画と教育活動の推進

2 職場の活性化

3 同僚教職員の指導・育成

4 学校外部との折衝・対応

【文部科学省マネジメント研修カリキュラム等開発会議(2000)
「学校組織マネジメント研修」

4
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1 ダイバージティ時代の課題解決と組織の活性化

①多様な意見を引き出す。
②語り合って言葉の通じる仲間になる。
③アクションを起こすための共通言語を見つける。

8 己 昌
1ミドルリーダーI管 理 職 IIベテラン教員I

i □〕共通言語化：

図琶］図□ □ 8ロ
5
 

1 組織に求められるファジリテーション型リーダー

6
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日
第
３
部

分冊３ー

| 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」 | 

2日本型学校教育の成り立ちと成果、直面する課題と新たな動きについて

「日本型学校教育」とは？
【子供たちの知徳•体を一体で育む

学校教育】

■学智機会と学力の保障

■全人的な発達•成長の保障
・射本的精神的な健康の保障

｛【成果】
〇国際的にトップクラスの学力
〇学力の地域差の縮l」¥

慢き題蒻環盪欝幽し邸墨委--------
【今日の学校教育が直面している課題】

・子供たちの多様化
•生徒の学習意欲の低下
・教師の長時間労働
・情報化への対応の遅れ
・少子化•人口減少の影響

.. ・感染症への対応-----------------------------------

I新しい動き I
I-----------------------------------̀ 
i●新学習指導要領の着実な実施

}●学校における働き方改革

leGIGAスクール構想...----------------------------------J 

▽ 
「正解主義」や

「同調圧力」へ

の偏りからの
脱却

一人一人の子
供を主語にす
る学校教育の

実現

「日本型学校教育」の良さを受け継ぎ、さら
に発展させる新しい時代の学校教育の実i
【中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を

目指して（答申）」総論解説(R3.1.26)を元に作成】

| 2つの分析手法 I 

ロジカル・シンキング
・対象：物や技術
•原理：直線的因果律（要因分析）
・具体例：なぜなぜ分析
・対策：原因を取り除く

直亘）

＠ 

システム・シンキング（システム思者）
・対象：人や組織
•原理：円環的因果律（関係分析）
・具体例：因果ループ図
・対策：良い（盾環をつくる、悪循環
を取り除く

8
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日
第
３
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この 実 践研究の意義
わ学校改善の夫ば研らこ逗ノ教職入ナ加工←して、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

2)システム思者、複雑系アプローチなどの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を國っ
だ。

③変わらない学校に新たな枠組み•価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

4難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなど、 J~\から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。

，
 ・駒卵鰤諏・

グランドデザインの作成
学校経営計画の作成

改善への取組
•取組の見直し
と充実

計画に基づく取組
・学習指導の充実

•生徒指導の充実

D¥ 
・学校運営の充実

等
・l 
C 
／取組の検証・評価

・学校評価

・学校関係者評価

10 
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＇蒲寧紺諏環閾閾請卑暉藍臼叫 9J誓籍囀

□ Doing 

観察
Observing 

Reflecting 

決定
Deciding 

四みの
再構成

Reframin_g 

／＼ 
再者

Reconsidering 

沙り・ル・ループの省察
Single-loop Reflection 

ダプル・ループの省察
Double-loop Reflection 

図：省察のジングル・ループとダプル・ルー
出典：「P.Senge et al., Schools加atLearn: A Fifth Discipline Reldoook for Educators, Parents, and Everyone Who 

Care如 Educatbn(Updated & Revised), Crown Business, 2012, P.153.」を元に作成 11 

.』l司郎訓沿魂芽年焙非徊にわ年ー
・プロジェクトメンバーに巻き込み、当事者意識を
もてるようにす

・自分の意見が反映されているという状況をつくる

自分事化 ＊吟 （やらされ

•取組にパワーが
生まれる

・責任を持って
やり遂げる

・動かない

・無責任

12 
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分
冊
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日
第
３
部

分冊３ー

この 実 践研究の意義
わ学校改善の夫ば研らこ逗ノ教職入ナ加工←して、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

2)システム思者、複雑系アプローチなどの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を國っ
だ。

3)変わらない学校に新たな枠組み価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

④難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなと、心から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。

13 

．馳阻鰤諏・

■コンフリクトとは
対立、不一致、葛藤、衝突、紛争・・・

信念倫理
文化哲学

゜

。O

基準常識
価値観

■コンフリクトの意義

コンフリクトはチームに活力と新しい視点を与えます。

異なる者えがぶつかり合うことで、創造的に新しい者え

が生み出される可能性があります。 14 
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26
日
第
３
部

分冊３ー

1 コンフリクト解消のアプローチ I 

■協働：協力し合って両立する方策を考え出す

■説得：相手を納得させて自分の主張を通す

■譲歩：自分の主張をあきらめて相手に譲る

■回避：対立を避けて解消を先送りする
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I 質 問 I 

① 組織の一人一人に働きかける場面や、一人一人の
well-beingや自己実現 （自分の目標を達成した）
への成果が読み取れなかったが、とんな働きかけ、
対話をしてきたのだろうか。 ［関連：スライド25、30]

② 学校改善を複雑系アプローチで捉えなおし3つの
アプローチを選んだが、実践についてはできるとこ
ろから一つすつ進めていた。長期的に行うことで複
雑系アプローチのよさが見えにくくならないか。

［関連：スライド8、29]

③働き方改革を踏まえながら、今後本実践への継続の
エネルギーが学校にあるかとうか。

［関連： スライ ド25、29]17 

I 引用・ 参者文献 I 

・篠原清昭(2012)『学校改善マネジメン ト』ミネルヴァ書房

・杉田敏(2004)『人を動かす！話す技術』 PHP新書

•中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して
（答申）」総論解説 (R3.1.26)

・文部科学省マネジメント研修カリキュラム等開発会議(2000)「
学校組織マネジメント研修」

• 堀公俊(2003) 「問題解決ファジリテーター 『フ ァシリテージョ
ン能力』養成講座」束洋経済新報社

• P. Senge et al.「Schoolsthat Learn: A Fifth Discipline 
Fieldbook for Educators, Parents, and Everyone Who 
Care About Education (Updated & Revised)」
CrownBusiness(2012) P153 
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